

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話







「あーそれね。放っておくと世界が滅びるヤツだし」




　静岡県は熱海あたみ市。

　温泉の代名詞であり、千年以上も昔から人々を癒やしてきた憩いの地。

　メジャーすぎるのが玉たまに瑕きずだが、それも都内から新幹線一本で行ける利便性の為なせる業。高校生が一泊二日の旅に出る先としては、ある意味で最適解だろう。

　駅前には足湯を利用できる施設もあるし、土産物屋もずらりと立ち並ぶ。気の早い連中は列車から降りた時点で観光気分全開となる。

　宮みや本もとサクラと大おお神がみヒカルを始めとする御ご一いつ行こうも、その例に漏れない。




「よっしゃ到着ぅ！　でもって地獄の二人席からも解放！　さあ遊ぶでえ、出だしでいきなりつまづいた遅れを取り戻さんと！」

「まあいけずねえライタくんったら。でもアタシもさっそく羽根を伸ばしちゃお。スタイリスト仲間に配るお土産を探すミッションがあるのよね～」

「ウチは何か甘いものでも探すかな。ユカリ、あんたは何がいい？　温泉まんじゅう？　ソフトクリーム？　ケーゼザーネトルテ？」

「温泉まんじゅうとソフトクリームはともかく、ドイツ版チーズケーキとも呼ぶべきケーゼザーネトルテは熱海と何の関係もないでしょう……え、あるんですか？　本当に？　最近の観光地は何でもありやげ……いえ、あるなら行きます。食べてみたいです」




　藤とう堂どうライタ。

　剛ごう田だリキヤ。

　長なが沢さわタクミ。

　蒼あお井いユカリ。

　右の四人はまさしくその典型、早くも自由行動を始めてしまった。まとまりがないことこの上ないが、どの面子メンツも子供ではない。放っておいても問題はないだろう。




「……世界が滅ぶって、前も言ってたけど。マジなの？」

「マジだよん」

「本当の本当に？」

「本当の本当にマジ的な」

　サクラの問いに、ノルンは端的に答える。

　彼女たちふたりに加えてヒカルの三人は、駅前広場の片隅で内緒話。

　ヒカルの胸に浮き出たルーン文字についての相談だ。

「前にも言った通りなんだけどお」

　ノルンが説明する、

「ヒカルっちはオーディン様の生まれ変わりでぇ、正確に言うとヒカルっちの中にオーディン様が封印されてる的な。でもオーディン様の力はあまりに強大だし、そもそも普通じゃないやり方で現世に受肉してるからあ、完全に封じるのは無理があってぇ。その無理が積み重なって歪ゆがみになってぇ、歪みは破壊の化身たる巨人として顕現する的な」

「え？　巨人って何？」

　いきなり登場した単語。

　まさか野球チームの話ではあるまいし。

「まあウチらの北欧系に限らず、神話ではメジャーな存在なんだけどぉ。滅びをもたらすものの象しよう徴ちよう？　っていうか？　畏怖すべき力そのものみたいな？　とにかく巨人が出るとヤバいわけ」

「うーん、イマイチよくわかんないけど……それとヒカルの胸のルーン文字はどういう関係があるの？」

「その徴しるしが出てるってことは、ガチで封印が解けかけてるってこと。それも順当じゃない、正しくない手順でだし」

「そうすると巨人が出てくる？」

「うん出てくる」

「出てくると世界が滅ぶ？」

「うん滅ぶ」




　んな無む茶ちやな。

　サクラは呆あきれる。

　いきなりそんなこと言われても、というのが正直なところだ。まったく実感が湧かない。熱海あたみの駅前で言われると特に。




「まあ巨人が出てきた瞬間にドカーン！って滅びるわけじゃないしぃ、ある程度の対策もあるんだけどぉ、その前に正しい手順で封印を解きたいっていうかぁ」

「正しい手順って？」

「ヒカルっちにエロいことする」

「それかー!?」

　頭を抱えるサクラ。

　やはりそれか、そこなのか。

　放っておくと世界が滅ぶ、それを防ぐためにエロいことをする。なぜなら昼ひる行灯あんどんのヒカルが煩悩を解放した時にオーディンが復活するから。それが正しい手順だから。

　げんなりする。サクラは普通に恋がしたいだけなのに。




「どう思うヒカル？」

「うーん……」




　話を振ると、ヒカルはちょっと考えている様子。

　珍しいことだ。基本、ヒカルはあまり考えない。考えてないというより、常に考えを張り巡らせ、そつなく答えを用意しているタイプだ。ぽやぽやした印象の少年だし、実際にそうなのだけど、思考回路自体はいつもフル稼働しているのである。

　ゆえに、大抵の場合は即断即決の即答なのだが。




「ノルン。僕らにできることはある？」

「がんばってエロいことして♡」

「ほんとにそれだけでいい？」

「それ以外は神の領分だし。ヒカルっちはオーディン様の生まれ変わりだけど、今はオーディン様そのものじゃないし。だからほんとにそれだけでいい的な」

「ほんとのほんとに？」

「神に誓ってほんとのほんとだし♡」

「そっかわかった。じゃあ本当に困ったら相談してね。約束だよ？　ノルンは僕の家族なんだから」

「うん、わかったし♪」

「よーし、そうと決まればがんばるぞう。今回の温泉旅行でレッツ・ゴールインだ。……ね、サクラ？」

「ね、じゃないっつーの」




　べしっ。

　軽くヒカルの頭をはたく。

　正式に恋人同士だし、プロポーズもされてるけど。それはそれ、これはこれ。売れっ子モデルのくせにサクラは古風なので、順序をきちんと守りたい派なのだ。そういうことをするには相応のステップを踏みたい。




「ところでサクラ。何かさっきから顔が赤くない？」

「あ、赤くないし。別に普通だし」

「いやー。赤くなってると思うけどなー。ねえノルン？」

「うんうん。明らかに赤くなってるし」

「だよねー。赤いよねーサクラの顔」

「いやいやそんなことないって。ホントだって」




　ウソである。

　サクラの顔は本当に赤い。

　なぜならノルンと会話している時のヒカルが、ちょっと格好よかったから。

　ノルンを全面的に信頼し、家族と呼び、困ったら相談に乗ると太鼓判を押したあたりが、とても男らしく見えたから。つい『ぽやーっ』と見み惚とれてしまった的な。

　長なが沢さわタクミがそばにいたら『なんでやねん』と頭をはたいていただろう、思わず関西弁で。そして同時に納得もしていただろう、いかにもサクラらしいと。

　天あつ晴ぱれなまでのチョロさ。それが宮みや本もとサクラの真骨頂なのだ。




[image: ]

「うーん。やっぱり赤いよサクラの顔。一体これはどうしたことだろう？」

「めっちゃ意味フだし。赤くなるポイントがどこにもなかった的な」

「だから赤くないって！　ホントに！」

「じゃあ今から写真を撮って比べてみようか」

「もしくは鏡を持ってくるし？　なんなら神の権能も使っちゃうし？」

「あーもーわかったわよ、赤いわよ、赤くなってるわよ！　でもその理由は──そう、ちょっと今日は暑いからなの！　ほらここって熱海あたみだから！　南国だから！」

「南国っていうほど東京から離れてないよ」

「そもそも今日はそんなに天気もよくないし。空もちょっと曇ってるし」

「ええと……じゃあちょっと風邪気味だから！　うん、それで顔が赤いっていうか！」

「風邪引いてたら旅行どころじゃないよ。ホテルでちゃんと休んでないと」

「なんなら一人で東京に戻るし？　その方が身体からだにはやさしい的な？」

「え、ちょ、それは困る！　まだ何もしてないんですけど!?　熱海まで来たのに！　わたしが主催者なのに！」

「いやいや健康が第一だよ、無理はしないで。サクラの分も僕らがちゃんと遊ぶから」

「エロいこともウチらに任すし♡　風邪引いてるなら不可抗力だし、世界を滅亡から救うためには仕方ないかな、っていうか」

「ところでノルンは知ってる？　僕らの泊まるホテルって、貸切の露天風呂があるらしいんだよね」

「知ってる知ってる。じゃあヒカルっちとウチらで一緒に入ろう的な？　本来ならサクラっちの役目なんだけど、他にやる人がいないなら仕方ないっていうか」

「だよね、仕方ないよね、不可抗力だよね。サクラが風邪引いてるなら」

「うんうんやむを得ない流れだし、だってサクラっちが風邪引いてるし」

「引いてない！　実は引いてないです風邪！　至って健康な身体ですので、ぜったいに帰らないし、旅行を全力で楽しみます！　ていうかあんたら分かっててイジってるでしょ!?　はっ倒すわよ!?」

「──おーいヒカル～。サクラちゃ～ん」




　サクラにとっては助け船だろう。

　藤とう堂どうライタが手を振りながら近づいてきた。




「駅前はひととおり見物したんで、次行こうや次」

「あっ、うんそうね！　ここでダラダラしてても仕方ないもんね！」

「？　サクラちゃん、なんでそない顔赤くなってんねや？　風邪でも引いたんか？　東京戻った方がええんとちゃう？」

「だから風邪じゃないっつーの！　そして東京にも戻らない！　意地でも戻らない！」

「ほうか。いやそれやったらええんやけど。……ところでヒカル」

「なんだいライタくん」

「そこのめちゃくちゃイケてるギャルっぽい人はどちら様？」

「こちらはノルンさん。うちで同居してる三姉妹の親戚筋の人。今日のゲスト」

「その三姉妹ちゃんたちはどこ行ってん？　さっきから姿が見えへんけど」

「あの人たちは神出鬼没だから気にしないで。ちなみにノルンさんも神出鬼没」

「……そうなんか？　いやでも気にするな言うても気になるやんか、旅の仲間が見当たらんようになったら。探しに行った方がええんとちゃうか？」

「だいじょうぶ。むしろ探されると困る人たちだから」

「ほーか。ほなまあそういうことにしとこ」

「話が早くて助かるよ。とりあえずみんなで今日の宿に向かおうか。街を歩くにしても荷物が重たいから、チェックインできるなら先にしておこう」





　　　　†






　というわけで。

　一行はぞろぞろ連れだって、今日の宿に向かうのだった。

　駅からそう遠くない宿なので、歩きである。歓楽街の中心からは離れているが、道中は見所も多い。ただ歩くだけでも温泉街の情緒を楽しむことができるだろう。




　一方で、時と運命の女神ノルンである。

　ヒカルとサクラを先頭に進み出した隊列の最後尾で、ドロンと変身。ふたたび三姉妹の姿に戻った。往々にして神は気まぐれ。一人に纏まとまったり三人に分かれたりは、彼女たちの気分次第。山の天気みたいにころころ変わるのが常である。神の権能が常時パツシブ状態で発揮されているので、一般の人たちの目に不自然に映ることもない。




「大変なことになったわねえ」

　長姉のウルズ──大おお神がみ珂か子こが、ほっぺたに両手を当ててため息をつく。

「あのルーン文字が出てきちゃうと、もう待ったなしよね。遅かれ早かれ、とてもまずいことになってしまうわ」

「これも宿命でしょう」

　次女のベルザンディ──大神依い真まが、取りなすように言う。

「わたくしたちが〝宿命〟という言葉を安易に用いるのは気が引けますが、それでも事実は事実として認めねばなりません。神も含め、万物はあざなえる縄のごときもの。流転する事象をあるがままに受け止め、大いなる力に振り回されつつ、五里霧中のまま前に進んでいこうとする姿は、人間と何ら変わるところがありません」

「しかも今のぼくらって、人間として受肉してる身だもんねー」

　三女のスクルド──大おお神がみ美み來らいも、しきりに頷うなずいて納得を示す。

「やれることには限りがあるよ、どうしたって。まあ長いスパンで見た時に帳尻が合ってればそれでいいんじゃない？　ぼくたち三姉妹の得意技だもんね、そういうのって。なにせ過去も現在も未来も司つかさどってるんだし」




　ひそひそ声で深刻話。

　それでも彼女たちの顔に暗い陰はない。一喜一憂することへの頓着が薄い。時と運命の女神というポジションは、彼女たち以外の神とは大きく異なる。まして人間と比較した時は言うに及ばずだ。




「さて現状、わたしたちにできることは？」

「ヒカル様にエロいことをしてもらうよう誘導しなければ、ですわ」

「まあでもサクラお姉ちゃんの考えってのもあるだろうしねー。あの人って遠回りで奥手でややこしいから。神話時代と同じでさ」

「首尾よく事が運べばいいのだけど」

「いかなかったらいかなかったで、その時はわたくしたちが身体からだを張れば済むこと。まだしばらくは、わたくしたちの神基的な体力も保もつでしょうし。基本的には対症療法でなんとかして、その場で起きたことをその場で解決していくのがよろしいかと」

「苦労するんだけどねーそれって。利子が貯たまっていく借金みたいなものだもん。未来のぼくたちが四苦八苦してる姿が目に浮かぶようだよ……未来を司る神のぼくだけに！」




　うふふ、くすくす、あはは。

　熱海あたみの駅前で、三姉妹は笑い合う。通行人から注目を浴びても気にしない。




「それじゃ行きましょうか、わたしたちも」

「行きましょう行きましょう。せっかくの旅行ですもの、楽しまねば損です」

「人間として受肉してるから、人間としての感覚に引っ張られちゃうよね、そういうところは！　その点、ヒカルお兄ちゃんとかサクラお姉ちゃんとかはいいよねー。シンプルに人間として人生楽しめるんだもん」

「それも〝長いスパンで見れば〟楽はしていないんじゃない？　だって総じて言えば、あの二人の方が苦労しているでしょうし」

「ラグナロクを起こした張本人たちですもの、それなりに苦労してもらわねば困ります。一時しのぎとはいえ、エロいことするだけで現状維持できるのですから、むしろ役得とすら言えますわ」

「そもそも現世で何もかも解決する必要はないもんね。場合によっては解決の必要すらないんだし。気楽に行こうよ気楽に」

「そうと決まればまずはお酒ね！」

「さすがは珂か子こ姉さま、わたくし完全に同意です！　乾杯しましょうわたくしたちに！　過去と現在と未来と、ありとあらゆるすべての事象に！」

「わーい！　じゃあぼくも飲みます！」

「え、飲むの？」

「飲むんですの？」

「飲みます！　だってぼく神様だし！　よくよく考えたら飲んでも別に問題ないことに気付きました！　現世のしがらみとか知りません！」

「それもそうね。じゃあ乾杯しましょうか」

「ええ乾杯いたしましょう。ヒカル様とサクラ様の未来に」

「かんぱーい！　永遠に等しいこの一瞬に！」





　　　　†






　缶ビールとワンカップと酎ハイで、三姉妹は気勢をあげる。

　一泊二日の熱海あたみ旅行（波乱含み）は、こうして始まったのだった。





幕間







　ところで仮想ラグナロク空間である。

　運命と時の女神ノルンが巨人≒世界の歪ゆがみを処置する高々度演算領域であり、ヒカルやサクラやタクミがしばしば神話時代の霊れい骸がいに戻って立ち現れる場所である。




　そこに今、まさにこの瞬間に。

　ひときわスケールの大きい歪みが生まれようとしていた。




　現実世界にもままあることだ。

　例えば廃棄物処理場。ありとあらゆる『要らないもの』が集い、人知れず害のないものに置換されていく場所。通常、そこでは何も起こらない。然しかるべき役目を担うものたちによって焼かれたり、埋められたり、分解されたりして、処理場の外にフィードバックが返ることはない。

　そう、通常なら間違いは起こらない。

　何千、何万と試行回数を重ねようと、世はすべて事もなし。誰かの意識に上ることもなく、平穏にルーチンを重ねていくのが常だ。

　だけど何億、何兆と繰り返していけば。あり得ない間違いというのも、時には起きてしまうものである。数字の魔法、数の暴力。進化の系譜を引き合いに出すまでもなく、世界はそんな極小の奇跡と変化を重ねることで成立してきた。




　ところで仮想ラグナロク空間である。

　人間ならぬ神の領域で、何京、何垓がいと試行回数を重ねてきた処理場である。

　人間の世界ですら間違いは起きるもの。まして神の世界であればなおさら。




　今ここに、気の遠くなるような偶然の果て。

　何の因果か運命の悪戯いたずらか、世界に未み曾ぞ有うの危機が訪れようとしていた。





第二話







「温泉といえばスマートボールや！」

　言い出しっぺは藤とう堂どうライタである。

「歓楽街に燦さん然ぜんと咲き誇る、絢けん爛らん豪ごう華かな大遊技場！　輝く電飾、響き渡る勝負師たちの悲喜こもごも！　まさしく昭和のロマン、熱海あたみに来たからには絶対に避けては通れん道やと、オレは断言させてもらう！」




　熱海駅のすぐそば、仲なか見み世せ商店街。

　トラディショナルスタイルのアーケード街を、一行はぞろぞろ歩いている。




「力説するねえライタくん」

　ヒカルが合いの手を入れる、

「お祭り男の盛り上げタイプだとは思ってたけど、ここ熱海の地でもそれが発揮されるとは思わなかったよ。察するに、君はかなりレベルの高い遊技場プレーヤーとみた」

「おう！　さすがは親友、打てば響くとはこのことや！　短い付き合いやのにオレのことようわかってくれとるやんけ！」




　拳こぶしを突き出すライタ。

　応じるヒカル。

　さらに右肘、左肘、両手のひら、ぐるっと回ってジャンプして腰を合わせる。

　盛り上がる二人。アメリカのスポーツ選手がやるみたいなムーブを繰り出して、ヒカルとライタは盛り上がる。




「……なんかイラッとする」

　その光景を眺めながら、宮みや本もとサクラがへそを曲げる。

「せっかくヒカルと温泉旅行に来てるのに、隣に居るのがあたしじゃなくて何であの関西弁チャラ男なのよ……」

「そりゃ友達だからっしょ」

　隣を歩いていたタクミがすかさず突っ込む、

「女には女の付き合いがあるし、男には男の付き合いがある。邪魔するのは野や暮ぼってもんじゃん、お互いにさ」

「それはそうなんだけどぉ」

「団体旅行なんだから、メンバー同士があちこちで仲良くなるのはいいことだろ。文句があるなら大おお神がみヒカルと二人で旅行すりゃいい」

「それもそうなんだけどぉ」

「何だよ煮え切らんヤツだな。どうすりゃ満足なんだよ」

「ヒカルともっとベタベタしたいです！」

　清すが々すがしく言い切るサクラ。

「だってせっかくの旅行だし！　出だしからヒカルと色々おしゃべりして、いつもよりもっと仲良くして、いい雰囲気で幸さい先さきよくスタートしたいし！　ていうか拳こぶしとか肘とかビシバシやってぐるっと回ってジャンプとか、何なのあのムーブ？　付き合ってるカノジョにして幼なじみのあたしを差し置いてやること？　あたしもやりたいんですけど！」

「へーいいじゃん。やってくれば？」

「それはダメでしょ！　男の友情の間に女が割り込むって、それ最悪に空気読んでない感じになるじゃん！」

「わかってるなら大人しくしとけ」

「それでも嫌なものは嫌なのー！　二律背反なのー！」




　駄だ々だっ子こになってじたばたするサクラなのだった。

　一方で残りのメンバーはといえば。




「ねえねえリキヤっち、リキヤっち」

「あら、あたしに何か用？　……ええと、アナタは熱海あたみ駅から途中参加したノルンちゃん、だっけ？」

「ういうい、そうだしそうだし。ちょっとリキヤっちを見込んで力を貸して欲しいし」

「あら何かしら。何か面白そうなこと？」

「そりゃもー、マジ面白のガチ楽しいことだし♡　ついさっき思いついちゃったことなんだけどぉ──」

　ひそひそ、こそこそ。

　何やら二人の間で交渉が成立した様子。

　さらに剛ごう田だリキヤは蒼あお井いユカリに声を掛けて、

「ちょっとちょっと、ユカリちゃんユカリちゃん」

「何ですかリキヤさんワタシ忙しいんですけど？　今回の旅行でどうやって宮みや本もとサクラをハメてやるか考えてるんで──もとい、実家の母に送るお土産を何にするかを考えるのに忙しくて──」

「まあまあちょっと話を聞きなさいって。実はね……ごにょごにょ」

「何ですか強引な……ふむふむ……ほうほう……」

　胡乱うろんだったユカリの表情が、興味深そうなものに変わっていく。どうやらこちらも交渉が成立したようだ。




「ういうい、そうと決まれば行動開始的な。根回しとか打ち合わせとか、色々やっとかなきゃだし。……おーいヒカルっちー！」

「はいはい、どうしたのノルン？」

「ちょっとここらで別行動を取ろうし。後でまた合流しよう的な」

「あ、はい了解。いってらっしゃい」




　何やらそういう流れになったらしい。

　ノルン、リキヤ、ユカリの三人は、一足先に市街地の方へと向かっていく。




「何や何や、あっちは別行動かいな？　おるねんな、団体行動の苦手な人らって」

「まあ自由行動ってことで。とりあえず僕とライタくんと、サクラとタクミちゃん、四人で観光しよう。どうせ泊まるホテルは一緒なんだしさ」

「異議なーし！」

　すかさず乗っかったのはサクラだ。

「この展開は願ったり叶かなったり──もとい、そういうことなら仕方ないよね！　何ならタクミんとライタくんの二人で行動するのもアリだと思います！」

「おいおい、あたしはオマエに頼まれてここに来てんだぜ？　それを厄介払いするみたいなこと言い出すのはどうなのよ？」

「それは仰おつしやるとおりなのですが！　重ね重ね承知なのですが！　でもこれってちょっとチャンスかもしれないと思って、ノリと勢いで言いました！」

「しょーがねーヤツだな……まあいいや、とりあえずスマートボールとかいうのに行ってみようぜ。……おいライタ、『温泉といえばスマートボール』とか言ってたからには、どっかいい場所知ってんだろ？」

「いや知らん。ノリと勢いで言っただけやし」

「マジかよ使えねーなオマエ!?」

　あっさり投げ出すライタと、突っ込むタクミ。

　そこでサクラが「はいはい！」と手を挙げる。

「実は知ってますあたし！　こんなこともあろうかと、あらかじめ調べておきました！」




　しゃきーん！

　そんな効果音が聞こえてきそうなポーズでドヤ顔をする。




「スマートボールってのはね、元を辿たどれば二百年ぐらい前のフランスで原型が生まれたゲームでね、ビリヤードの台を傾けて遊んだのが始まりなんだって。そのゲームがあちこちに広がって進化して、アメリカでピンボールの形に発展して、それが日本に輸入されてまた進化して、スマートボールの形ができあがったの。それが観光地とか温泉地とかに広がって、ちょっとした風物というか名物として定着した、って話らしいのよね」

　唐突に始まるサクラの解説。

　残りの三人は「へーえ」という顔。

「ゲームの内容的には、ピンボールとパチンコを足して割ったようなものなんだけど、お店ごとに台のデザインなんかも個性があって、昔懐かしい感じの面白みがあります。このノスタルジーを味わえるのも、温泉地ならではと言えます。ちなみに最近になって、日本スマートボール協会も設立されて、スマートボールの普及を目指す活動なんかもしているようです」

「そうなんだ。詳しいねサクラ」

「でしょでしょ？　ヒカルもそう思うでしょ？　もっと褒めて！」

「詳しいんだけど、いかにもネットから引っ張ってきた知識を説明してる感じがする」

[image: ]

「ぎくっ!?　──まあまあ、そんなことよりさっそくスマートボールを遊びに行こうよ！　論より証拠、物は試し！　さあさあこっちこっち、みんなあたしについてきて！」




　ごまかすように先頭を歩き出すサクラ。

　仲なか見み世せ商店街を途中で左に折れ、駅前の大通りに出る。




「こっちにスマートボールのお店があるんですよ。え、何でそんなこと知ってるのかって？　そりゃあもちろんあらかじめ調べておいたからです。えっへっへ、実は熱海あたみに着いたらさ、みんなで一緒にスマートボールやってみようと思っててさ。だってほら、話のネタになるでしょ？　温泉地に行ってあえてレトロなゲーム、いかにもインスタ映えしそうでしょ？　あたしも現代を生きる女子高生なわけでさ、ＳＮＳのひとつも使いこなしてないとヤバいみたいな、いやまあ別にあたしインスタやってるわけじゃないんだけど、気持ちだけはそんな感じで行ってみようかな、っていう。あ、ほら着いた着いた、ここですよ目的地は。さあさあみんな、懐かしの昭和レトロな雰囲気に一緒にタイムスリップしようぜ──って、お店が閉店してるんですけど!?」







　そう、なかった。

　サクラが案内した場所には、赤あか錆さびて屋台骨の傾いた建物があるきり。ドアには鍵が掛けられ、店内には人の気配がない。電気もついてない。そもそもスマートボールの台が置かれてない。

　誰がどうみても、遠い昔に廃業した空き店舗だ。




「ああ何ということでしょう！」

　よよよ、とショックを受けたポーズを取るサクラ。

「せっかくここまでたどり着いたのに、スマートボールのお店がとっくに閉店してたなんて！　温泉街の華、昭和の名残の香るエンターテインメントが、こんな形でなくなってしまうなんて！　何という世知辛さ！　諸行無常とはこのことかと、平家物語の気分がなんとなく分かってしまう今日この頃なのでした。よよよ、しくしく」

　そんなサクラを見てタクミは呆あきれている。

　ライタは「サクラちゃんってああいうキャラやっけ？」と首をひねっている。

　ヒカルはにこにこ笑いながら「この店が閉店してたこと、ぜったい知ってたよね？」と冷静に突っ込む。

「うんまあ、はい。知ってました」

「なんでこんな小芝居を挟んだの？」

「いやね、スマートボールという娯楽が置かれている立場の厳しさをね、身をもって知ってもらおうと思ってね」

「サクラって、日本スマートボール協会の関係者だっけ」

「いや全然ちがいますけど。いやでもあたしってほら、ノスタルジックなものに弱い性格だから？　なんかね、スマートボールに哀愁を感じちゃってね、この気持ちをみんなと共有したくてね……」

「何言ってるのかわかる？」とタクミ。

「いやわからん」首を振るライタ。

「旅行でテンション上がってるんだよ」さらりと解説するヒカル。

「とにかく！」

　強引に話を戻すサクラ。

「これじゃあスマートボールができないなー、どうしようかなー。もっと多くのお客さんがスマートボールを遊んでくれれば、こうしてあたしたちが途方に暮れることもなかったのになー……というわけでみなさん、温泉街に来たらスマートボールを遊びましょう！　せっかくこの国に根付いた文化です、伝統の火を絶やさないようにしたいですね！」

「……なんかのＣＭか？」

「やっぱ協会の関係者なんとちゃう？」

「なんにしても閉店してるなら仕方ないね。スマートボールは諦めて他の店へ──」

「ちょーっと待ったァ！」




　芝居がかった仕草でサクラが流れを止める。

　歌舞伎役者みたいに「あいや、あいや待たれい」と見み得えを切りながら、




「実はですねえ、ここ熱海あたみの町には一軒だけ、まだ生き残っているスマートボールのお店があるんですよ！　これからそこへ行ってみましょう！」

「え？　じゃあ最初からそこ行けばよかったじゃん」

「そこはほら、社会勉強ってやつですよ！　せっかく遠い場所まで旅行に来たんだし、ただ遊ぶだけじゃなくて色んな学びがないと！　さあさあ、お店まではあたしが案内しますので、みんなついてきてね！　レッツゴーゴー！」

　きょとん顔のメンバーを尻目に、サクラは再び一行を先導する。

　すごい満面の笑顔だ。「早く早く！　置いてくよ～？」ぴょんぴょん跳ねて手招きまでしている始末。

「……うん。なるほどわかった」

　タクミが頷うなずく。

「アイツ、旅行でめっちゃテンション上がってるんだな。子供かよ」

「子供かよ、っちゅーか子供やねんな」

　ライタも同意する。

「テンション上がってキャラまで変わってる子、久々に見たで。小学校の時にはたまにおったけどなー」

「いやあすいません、ウチのカノジョがあんな感じで」

　ヒカルがフォローに回る。

「まあそこが可愛かわいいので勘弁してやって。スマートボールもやってみると楽しいよ、たぶんだけど」

「ヘイヘイ、エブリワーン！」

　サクラが上機嫌でエセ外国人になる。

「ハリアーップ！　カモンカモン、チェゲラ！」




　そんなわけで。

　余計な回り道を経て、一行は旅行初日、一発目のレクリエーションに向かうのだった。

　スマートボール、楽しいですよ？





　　　　†






　某店に到着。

　さっそくスマートボールの台に陣取る。

「うーん確かにレトロ」とタクミ。

「なかなか年季の入った台やなー。腕が鳴るでこれは」とライタ。

「一回五百円で遊べるんだね」とヒカル。

「それで大きいパチンコ玉みたいなのがたくさん出てきて、それを右下についてるレバーで弾はじくと玉がぴょーんと出る……その玉を、台に九つ開いた穴に入れていく……なるほどビンゴ形式か。縦横に三つ並んだ数だけ上等な景品がもらえる、九つ全部の穴を埋められたら一等賞……ルールの解釈はこれで合ってる？」

「合ってます！」元気よく答えるサクラ。

「了解、把握した。じゃあ早速だけど必勝法を教えてもらおうかな」

「必勝法はありません！」

　堂々と即答するサクラ。

　ヒカルは重ねて訊きく。

「でも攻略法はあるでしょ？」

「特にありません！」

「何かコツはある？」

「これといって特には！」

　ヒカルは首をかしげる。

「うーん。ゲームの一種であるからには、何かしら先達の知恵があると思うんだけど。ホントにないの？　コツも攻略法も？」

「あるかもしれないけど、あたしは知りません！　なぜならあたしも今日初めてやるからです！」

「あ、そうなんだ。詳しそうだったから、てっきり経験者かと」

「何年あたしと幼なじみやってるのヒカルは!?　そんなネタを知ってたら、とっくに話題に出してますっての！」

「でも調べ物はしたんだよね？　妙に色んなこと知ってるし。だったらスマートボールのテクニックも、ネットで調べれば出てきたんじゃ？」

「そういうのは邪道なんで！」

　胸を張るサクラだった。

　ライタがヒカルに耳打ちする。

「なあヒカル。サクラちゃんって、古いタイプのゲーマーなん？　調べるチャンスがあったのにあえて攻略法を調べてこんとか。実際に台に触れてみて、自分で攻略法を編み出さないと気が済まへん的な？」

「いや。旅行でテンション上がって、妙なこと口走ってるだけだと思う」

「あー……サクラちゃんってそういうところありそうやわ。カラダはオトナやのに、言動が子供っぽいっちゅーか」

「しかも少女じゃなくて少年の方なんだよな」

　タクミも会話に加わる。

「メガネと三つ編みじゃ隠しきれないフェロモン持ってんのになー。無邪気っつーか何つーか……恋する乙女のくせに女子向きじゃないんだよな、性格が」

「そのギャップがいいんだよ」とヒカル。

「わかる」とライタ。

「ちょっとそこ！　三人で固まって何ぶつぶつしゃべってんの！」

　サクラがダメ出しする。

「せっかく遊びに来たんだから早くやろうよ！　時間は無限にあるわけじゃないんだからね！」




　正論だ。

　それぞれ料金を支払い、四人並んで席に着いた。




「さーて、それじゃやってみようかね」

「うーん……ぜったい攻略法があるはずやねんけどな」

「いちばん奥の穴を狙うのがいいんじゃないかな」

「せやろか？　いちばん手前の穴が狙い目ちゃうか？」

「そこを狙うと、奥の方の穴がノーチャンスになっちゃう気がするんだよ。いちばん手前の穴は、奥を狙った玉の跳ね返りでラッキーパンチが入る可能性がありそう。下の方の段は、たぶん狙って入れるような穴じゃないよね」




　高校生だからお小遣いの余裕もない。自然、少しでも長く遊ぼうと頭を使う。




「うげっ。あかんまた外した」

「玉を弾はじき出す力加減が難しいね」

「おいおい全然入らんやんけ……釘くぎとか操作してるんちゃうかこれ」




　ぱこん、かこん。

　玉を弾く音が響くたび、店内が騒がしくなる。

　入った！　入らん！

　揃そろった！　揃わん！

　なるほど、シンプルながらこれは楽しいゲームだった。




　というわけで第一ゲーム終了。




　結果リザルト。

　ヒカル　７／９イン　揃い：三列

　タクミ　６／９イン　揃い：二列

　ライタ　４／９イン　揃い：一列




「最初にしてはいい成績かな」

「チッ。仲間内ではトップ狙えると思ったのに」

「あかん全然ダメや！　でもコツはつかんだ！　次はいけるで！」




　ヒカル、タクミ、ライタの三人はそれぞれに健闘。

　さて肝心のサクラはといえば。




　サクラ　０／９イン　揃そろい：〇列




「あはは！　ひとつも入らなかったんですけど！」

　ものの見事なボウズ。

　野球で言えば完封負け、サッカーで言えば被クリーンシートである。

「一個も入らないとかむしろ奇跡じゃない!?　ていうか狙って外す方が難しいでしょ！　何なら特別賞とかもらいたい！　やだもーウケるー！」

　腹を抱えて笑うサクラだった。

　心の底から、実に楽しそうである。




「こういうところがサクラだよね」

「これだけボロカスに失敗しとるのに、一ミリも悔しがるそぶりがあらへん……」

「空気読んでるとかじゃなくて、素なんだよなこれが」

「なになに、何の話!?　ていうか見てこれ見て！　残念賞の景品もらったんだけど！　ちっちゃい陶器の人形なんだけどさ、めっちゃ不細工なの！　目とか鼻とか、絵付けがめっちゃズレてるし！　完全に邪神像になってるし！　いやもーホント何なのこれウケるんですが！　あははは！」




　ひたすらテンションが高い。

　これがサクラのいいところなのだが、こういう振る舞いをしても周囲を不快にさせない。ひたすら無毒で無邪気だし、何より底抜けに明るい。悪くても苦笑いぐらいは引き出してしまう、そんな空気感を持っているタイプなのだ。

　ついでに執着も少ない。

　目的は果たしたとばかり、サクラは早々にスマートボールの席を立ち、

「じゃあ次いこ次！　併設されてる射的ゲーム！　これもやっていこーよ！」

「ＯＫ。やってみようか」ヒカルが乗っかる。

「あたしもやってみるか。モノはついでだもんな」タクミも乗っかる。

「……ん。あー」

　ライタはめずらしく歯切れが悪い。

「せやな、うん。オレは遠慮しとくわ」

「え、なんでなんで？」サクラは当然の疑問、「やればいーじゃん、せっかく旅行に来たのにさ！」

「旅行に来たからこそや」

　ライタは頷うなずきながら、

「まだ今日という一日は始まったばかり、ここで湯水のように予算を使うわけにはいかん。それにほれ、お土産とか買うたりせなあかんやろ？　オレはこう見えて交友関係が広いんで、けっこう大変やねん」

「あーなるほど。そういうことなんだ」

「まあオレのことは気にせんと三人で遊んでや。遊んでるのを見てるだけでもけっこう楽しめるもんやし」

「じゃあそうする！　ライタくんはあたしの活躍を見ててね！」

「おーう。そうさせてもらうわー」

「よーし、そんじゃヒカルとタクミん！　射的ゲームについて、店員さんを差し置いてルール説明するね！　ネットで聞きかじった知識を披露させて！　まずはこの空気銃の使い方なんだけど──」




　相変わらずのテンションでレクチャーを始めるサクラ。

　そしてサクラとヒカルとタクミ、三人が並んで射的ゲームを始める。

（ふふ……我ながらファインプレーやで、オレ）

　三人の後ろ姿を眺めながら、ライタは内心でほくそ笑む。

　彼が射的を辞退したのには理由がある。むろん予算の件が主な理由ではない。

　空気銃を用いた射的ゲームの基本ルールはシンプルだ。装そう填てんしたコルクの弾をターゲットに当てて棚から落とし、落としたモノの内容次第で景品をゲットする。当てるだけではなく『落とす』必要があるのがミソで、射撃の精密性だけでなくコルクの弾の威力そのものが焦点となる。

　簡単な物理の法則。ターゲットに近い位置から射撃した方が威力は増す。

　自然、射撃の体勢は前のめりになる。ゲームに夢中になるほどその傾向は増す。




「いやー。なかなか当たらないねえ」

「当たるんだけどぜんぜん落ちてくれねー」

「もっと近づかないとダメだよね！　腕を伸ばして、身体からだも伸ばして、脚も伸ばして──何なら片足立ちになるぐらいがいいかも！」




　ぐいぐい、ぐいぐい。

　人体の限界を試すかのように、三人は前のめりの体勢になる。

　もちろん無防備だ。ターゲットに近づくためなら、ちょっとぐらいのリスクは気にならない。普段は見せない隙も生まれる。隙が生まれたところにチャンスも生まれる。




（くっくっく……思惑どおりやで……）




　前置きが長くなった。

　賢明な読者であればもうお分かりであろう。

　高校生の、男女混合の旅行である。お相手が決まっているサクラはもちろんのこと、タクミだってそれなりに気合の入ったおしゃれをしてきている。

　サクラは白いプリーツスカート。

　タクミはかなり攻めた感じのショートパンツ。

　もちろん生足である。だってせっかくの旅行だし。季節は初夏だし。




（うんうん、ええ眺めやのう……）




　ライタは深く頷うなずきながら、女子ふたりの健康そうな脚を眺める。

　太もも。膝裏。ふくらはぎ。形よく、肌はつややか。しかも無防備。まさしく絶景ではあるのだが、楽しみ方がちょっとおっさんぽいのがライタの欠点であった。黙っていればイケメンなのだが。




（さて。ここでオレは選ばなあかん）




　ライタの眉間にしわが寄る。実に悩ましい、善と悪の矛盾に懊おう悩のうする宗教者のごとき顔で彼は考える。

〝この絶景を映像に収めるべきか否いなか〟

　不可能ではない。むしろ簡単だ。スマホを取り出してボタンを押す。たったそれだけの作業で、太ももも膝裏もふくらはぎも、半永久的に保存することができる。宮みや本もとサクラと長なが沢さわタクミ、ふたつの宝石の決定的映像。大英博物館に収められてもおかしくないお宝と言っていい。

　しかし良いのだろうか？　そんな仁義に反する行動が許されるのだろうか？

　いくら芸術のためとはいえ、悪魔に魂を差し出すがごとき行為に、果たして手を染めて良いものだろうか？

　しかも宮本サクラは大おお神がみヒカルの彼女である。親友の大切な相手である。そんな子のちょいえっち構図を記録することを、親友は是ぜとするだろうか？




　ライタは深く悩んだ。三秒くらい。

　そして決断した。

　決断したからには行動が早い。

　チャンスは決して長くないのだ。射的ゲームが終われば永久に機会は失われるし、何かの気まぐれでベストショットの角度が変わることもあろう。

　スマホを起動。

　カメラアプリを選択。

　迷いのない一連の行動。ライタの指はためらうことなく撮影ボタンにかかり、




「あーらライタくぅん。こんなところにいたのね♡」




　邪魔が入った。

　身長１８５センチ体重98キロ。剛ごう田だリキヤ氏である。

「げ、リキヤさん……!?　なんでここに!?」

「だって、ねえ？　熱海あたみってそんなに広い町じゃないもの。ぶらぶら観光してたら、顔見知りに会うのも普通じゃない？」

「アウチ！　言われてみりゃ確かにそのリスクはあった！」

「それとまあ、ノルンちゃんからお願いされてたしね。ライタくんが余計なことしないようにこっそり見張っておいてほしい、って。その代わりライタくんを好きにしちゃっていい、っていう取引になってるし」

「はい？　何か言いました？　小さい声でぶつぶつ言ゆうてるから聞こえへんかったんですけど」

「何でもないわ聞き流して♡　ていうかアタシちょっと小腹がすいてきちゃったの。この近くにおいしいワンタン屋さんがあるから一緒に行ってみない？」

「すんませんオレはちょっと……他に予定が……ほら、そこで射的ゲームやってる連中と熱海観光を──」

「一緒に行ってくれないと、カメラでイケナイことしようとしてたのをバラすわよ？」

「んなっ!?　いや違いますこれはその──」

「さあさ、行きましょ行きましょ♡　それにしてもライタくんってお肌すべすべで可愛かわいいわねえ。アタシって若い子もイケる口なの。せっかくの旅行なんだから二人で親睦を深めましょ。アタシたくさんおごっちゃうから♡」





　　　　†






「……んー？　あれえ？」

「どうしたサクラ？」

「ライタくんがいないんだけど？　どこ行った？」

「ん……あれ、ホントだな。どこ行ったんだアイツ。射的に夢中で気付かなかったなー」

「ヒカル、何か心当たりある？」

「うーんそうだねえ……まあ天てん誅ちゆうが下った、ってことなんじゃない？」

「？　なにそれ？」

「まあまあ気にせず。彼は彼でうまいことやるでしょたぶん。ささ、僕らも次へ行こうか。一泊二日の旅行なんてあっという間に終わっちゃうから、ね♪」





幕間







　その日の昼まで時間は遡る。




　伊い豆ず半島の先端、静岡県下しも田だ市は下田港。

　１８５４年に締結された日米和親条約により、全国に先立って外国へ開港されたことで知られる、伊豆でも有数の漁港だが。日の高くなったこの時間帯は沖に出る漁船もまばらで、漁船を管轄する漁協の事務所には間延びした時間が流れている。

　ある事務員は、伸びたカップラーメンを不ま味ずそうにすする。

　ある事務員は、午後に開催されるメインレースの予想に余念がない。

　ある事務員は、テーブルに脚を乗せて憚はばかることなく昼寝を満喫している。

　室長の土ど井い義よし男お（48）もまた、スポーツ新聞の成人向け記事を流し読みするのに余念がなかった。女子高生制服マッサージ店（ＪＫリフレ）一技わざ千～二千円、一番人気は首四の字固め、経営者逮捕──流し読みでなければとても目を通せない駄記事だが、真昼の暇つぶしにはちょうどよい。天気は晴天で風もなく、波は穏やか。そうそう何事かが起きるような状況ではない、はずだったのだが。

「室長」

　無線連絡を担当する事務員から声を掛けられる。

「ちょっといいっすか？　××丸の船長からなんですが」

「おうアイツか」

　沖合まで釣り船を出している船長だ。

　あまり釣果が上がらないのか、魚の動きが鈍くなるこんな時間まで粘っているらしい。昨夜は漁協の親睦会で夜遅くまで一緒に呑のんでいた仲でもある。

「なんて言ってんだ？　魚の食いが悪いって泣きついてんのか？」

「いやそれが」

　事務員は困惑の様子で、

「すげえ焦ってるみてえで、あんまり聞き取れないんすけど」

「いいから言え。もったいぶんな」

「はあそれが。海坊主が出たって」

「ハァ～ん？」

　呆あきれ声が出た。

　成人向け記事に目を戻して、

「真っ昼間っからなに言ってんだアイツは。こんな時間まで二日酔いか？」

「知らないっすよ。とにかく海上保安庁に連絡してくれって」

「アホ言え。そんな案件を海保に繋つなげられるか」

「でも船長、マジで焦ってるみたいなんすけど」

「じゃあせめて証拠写真を送れって言っとけ。いくらヒマだからって、そんな与よ太た話に構ってられるか」




　土ど井い義よし男お（48）はプラプラ手を振り、その話はそれでお終しまいになった。

　もちろん証拠写真が送られてくることはなく、その話題を誰もが五分後には忘れた。天気は相変わらず晴天で風もなく、波は穏やか。水平線の先まで目をこらしても雲一つなく、あと数時間で今日の勤務も終わる。せっかくの休日出勤明けだ、今夜も居酒屋に繰り出して冷えたビールを一杯やるか──誰の頭もそんな思考で一杯になっていた。





第三話







　熱海あたみ観光をたっぷり満喫したサクラ、ヒカル、タクミの三人は、ほどなくして宿にチェックインを済ませた。

　別行動を取っていたノルンとユカリもここで合流。

　さらに遅れてライタとリキヤも加わった。




「やっほーユカリん。ノルンと一緒に何してたの？」

「えー別に何もー？　ただノルンさんと仲良くしていただけですよ♡」

「ふーん。そうなんだ。へーえ」

「サクラさん。その顔はまったくワタシのことを信じてない顔ですね？」

「うん信じてない。ユカリんって、初対面の人とそんな簡単に仲良くできるタイプでもないし。どうせアレでしょ、ノルンと何か悪巧みしてたんでしょ？」

「察しがいいわね。さすがはワタシのライバルだと褒めておきましょう。ですがワタシが何か企たくらんでいたとしても、その中身まで察することができないのであれば何も気付いてないのと同じこと。このあと自分の身にどんな恐ろしい出来事が待っているのか、せいぜい怯おびえながら時間を過ごすといいわ。くっくっく……あーっはっはっは！」

「ねえねえノルン、ユカリんと何を企んでたの？　教えて教えてー」

「ういうい教えるし。えーっとね、実はこのあとでね──」

「ちょ、なに気軽に教えようとしとるんやげアンタ!?　ここで教えたらなんのサプライズにもならんが！」

「あははごめーん、ついうっかり♪」




　ノルンとユカリは何事か仕込んでいた様子。

　一方のライタとリキヤはといえば。




「やあライタくん」

「……おうヒカルか」

「いつの間にか消えたと思ったら、リキヤさんと一緒にいたんだね。どうだった？　楽しい時間を過ごせた？」

「まあ控えめに言って地獄やったな」

「あらら」

「カウンター席に並んで座ると妙に距離が近いし、いつの間にか手を握ってくるし、油断すると耳に息を吹きかけてくるし、最終的には特に何もなくても尻を触ってくるし。あのオッサン、明らかにオレの身体からだを狙っとんねん」

「そっか。それは災難だったね」

「オレたち男チームは今夜、大部屋で一緒に寝るやろ？　ヒカルはちゃんとオレをガードする形で寝てくれや？　せやないと、オレの貞操は今夜限りでおしまいや」

「大げさだなあ」

「大げさちゃうわ。目の前に今、現実的に迫ってきとる、ガチの脅威や。場合によっては東京に逃げ帰るまであるわ」

「それも手かもしれないね。せっかくの旅行が終わっちゃうけど」

「せやねんなー、そこやねんなー！　せっかくカワイイ子だらけの旅行やのにここで途中退場するのはなー！」




　悩ましげなライタであった。

　さて、ここから夕食までは自由時間である。

　修学旅行ではないので、元よりすべて自由時間なのだが。




「ねえお風呂いこお風呂！　ノルンが貸切の露天風呂を予約してくれてるって！　タクミん行くでしょ!?」

「行く。さすがに行く。熱海あたみで貸切の露天風呂とか、行かないのはありえない」

「ユカリんも行こーよ！」

「ふん、誰があなたなんかと一緒に……と言いたいところですが。別々に入ると、無駄な手間も掛かりますし。どうしても一緒に入りたいとお願いしてくるのであれば一緒に入ってあげなくも──」

「もちろんノルンも行くよね？」

「行くし行くし♪　温泉でお酒、温泉でお酒♪」




「ねえねえライタくんにヒカルくん。アタシたちも行くでしょ温泉♡」

「ですね、せっかくですから行きましょうかリキヤさん。ライタくんも行くでしょ？」

「[image: ]。いやオレはちょっと──」

「さあさ、行きましょ行きましょ。男三人、水入らずで恋バナでもしましょ♡」

「こういう時だけ男アピールするの、ダブルスタンダードじゃないっすかね!?」





　　　　†






　熱海あたみの中心地に位置する旅館『ホテルニューグランド熱海』。

　名前に反してこぢんまりした宿泊施設だが、お値段の割りにサービスは良好、ひそかに人気のあるお宿である。

　自慢は地元の特産品をふんだんに使った料理。

　それと、自家源泉を掛け流しにした岩風呂だ。




「わーっ！　いいじゃんいいじゃん！」

　お風呂場のドアを開けて、サクラは歓声を上げる。

　思ったよりいいお風呂であった。何の変哲もない岩風呂だし、決して広いわけでもないのだが、作りがちゃんとしていて丁寧。竹で編んだ柵を効果的に配置し、笹ささや南天などの植物をさりげなく植えてある。

　何より露天だ。

　オーシャンビューとはいかないが、スカッと晴れた空が一望できる。この開放感と爽快感は何物にも代えがたい。




「よーし！　さっそく入ろ入ろ！　みんな遅れるな、あたしに続けー！」

「待ちなさい宮みや本もとサクラ、物事には順序というものがあるでしょう。まずは身体からだを流してからよ。これだからマナーをわきまえてない人は」

「あはは、わかってるってユカリん、ノリで言ってみただけだって～」

「まったく困ったヤツだなサクラは、気分がアガるとすぐ調子に乗るんだから。まあその点あたしは冷静だからな、慌てずはしゃがず、旅館に迷惑をかけないようにお風呂を楽しむとしようかな。情緒を大事にして、ばしゃばしゃ音を立てず、こうやってゆっくり足からお湯に入っていって──」

「待ちなさい長なが沢さわタクミ。あなたタオルを身体に巻いたままじゃないですか。お湯に浸つかる時はタオルを外す、こんなのは常識ですよ」

「あはは、悪ィ悪ィ。ついうっかり、わざとやっちまった」

「わざとですって？　なぜに？」

「だってアンタってさ、からかうと面白い反応するタイプじゃん？　そのことに気付いちゃったからさー、つい」

「からかうと面白い、やとお……!?」




　悪びれないタクミと、くちびるを引きつらせるユカリ。

　そこへサクラも入ってきて、




「タクミんわかってるね！　そうなのよー、ユカリんってからかうと面白いのよー」

「だよな。本人は頭いいつもりだけど、実際はアレな感じ、ってところがたまらん」

「ボケるとちゃんと突っ込んでくれるしね！」

「わかる。律儀なんだよな。しかも真剣に突っ込んでくれるところがイイ」

「真面目な委員長タイプをからかうのがいちばん楽しいもんね！」

「あ、あんたたちねぇ……！」

　ユカリが額に青筋を立てる。

　そこへさらにノルンも入ってきて、

「うわーお、めちゃいい感じのお風呂じゃん！　これは気分アガっちゃうね！　ついつい野生を取り戻しちゃうっていうか！　というわけで飛び込んじゃおうかな、ひゃっほーい！　的な感じで！」




　ざっぱーん。

　飛び込んだ。

　舞い散る水しぶき。キャッキャと上がる黄色い歓声。




「ちょっ、ノルンさんあんた人の話聞いとるんか!?　身体からだは洗っとらへんし、タオルは身体に巻いたままやし──おまけに湯船に飛び込みって子供か!?　公共のお風呂でやったらあかんこと片っぱしからやるってどういうことやて!?」

　顔を真っ赤にしてわめくユカリだった。

　幸いにして貸切風呂である。多少のことはお目こぼしいただこう。




　というわけで、まずは身体を洗うところから。

　ノルンも湯船からあがり、温泉マスターを気取るユカリがレクチャーを開始する。

「いいですかみなさん。温泉は日本が世界に誇る文化です。マナーを守り、清く正しく美しく入浴を楽しみましょう。先ほども言った通り、まずは身体を洗うところから」

「身体を洗うって言っても」

　サクラが茶々を入れる、

「それこそ子供じゃないんだし、みんな身体ぐらい洗えるけど」

「甘い。甘いですよ宮みや本もとサクラ。あなたそれでもワタシのライバルですか。それでもプロのモデルですか。芸能界に身を置く者の端くれとして、嘆かわしい限りです」

「うーんごめん。言ってる意味がわかんない」

「知っての通り」

　ユカリは姿勢を正して、

「女子力の基本はお風呂にあります。女子力はお風呂から始まってお風呂に終わる、こんなのは説明するまでもない常識でしょう。特にワタシやあなたのようにモデルを仕事にしている人間にとって、お風呂はいわば戦場。しかもここは熱海あたみですよ？　温泉の代名詞的な存在ですよ？　自分磨きの時間に充てなくてどうするんですか。ご覧なさい、ワタシが持ち込んだスキンケア用品の数々を。スポンサーからふんだくってきたこれらの試供品を使って、そしてもちろん温泉とのシナジーも計算して、綿密にお肌をケアしていきます。いいですか、まずはこのクレンジングオイルを──」

「うーん、あたしそんなことしなくてもお肌の調子いいんで。特に必要ないです」

「なんやとコラ!?」

　ふたたび顔を真っ赤にしてわめくユカリ。

「肌ケアしないとか、それでも女子高生ですか!?　ていうかそれでもモデルですかあなた!?　許すまじ！　意識低すぎ！」

「そんなこと言われても。必要ないものは必要ないんで」

「それでもクレンジングくらいは使うでしょう!?　メイク落としとか！」

「どっちも使わないなー。あたし、お化粧は本当の最低限しかやらないし。その方がむしろ元の良さを引き出せるし」

「はい出た！　恵まれ天然素材アピール！　それも無自覚なやつ！」

「ていうかさ、あんまりお肌をケアしすぎても、お肌が元から持ってるキューティクルが弱くなっちゃうんじゃないかな」

「うぐ！　それは正論！」

「それにユカリんさ、せっかく女子力あげても男に見せるタイミングなくない？　彼氏いないよね？」

「か、彼氏はおらんでも、手玉に取ってる便利男はたくさんおるし！　実質、彼氏がおるのと一緒やし！」

「はいはい大声出して騒がない。ここ公共のお風呂だよ？　マナーはちゃんと守ろうよ」

「ぐぬっ……うぐぬぬぬぬぬ！」

　サクラの冷静な指摘に、顔を真っ赤にして口をつぐむユカリだった。

　そんな二人を見て、タクミがノルンにひとこと。

「あいつら仲良いよなー」

「うんうん。仲良きことは美しきかな、だし♡」

「──と、いうわけで」

　肩を怒らせて黙り込んでしまったユカリに代わって、サクラが仕切る。

「みんなで背中流しっこ大会しよー！　いえーい！」

「ちょっ、宮みや本もとサクラ！　なぜそんな流れに!?」

「え、だって身体からだは洗うでしょ？　お湯に入る前に」

「もちろん洗います、洗いますけど、なぜ背中の流しっこになるんですか！」

「ユカリんさー、せっかくみんなで温泉に来てるんだよ？　だったらみんなでできることをやらないと。肌ケアなんてひとりでもできるでしょ？」

「そ、それは確かにそうですけど……！」

「はいはい、わかったらさっさと座って。あたしがユカリんの背中を流すね。タクミんはあたしの背中をお願い」

「おーう了解。じゃあウチの背中はノルンに任せた」

「ういうい、じゃあウチの背中はユカリっちに任せるし」




　そういう運びになった。

　女子四人、ヒノキの椅子に腰掛け、車座になる。

　必ず誰かの背中を流し、必ず誰かに背中を流される、ウロボロスの蛇状態。




「あはは何これ面白ーい！」

「何なんですかこの状況は……全力で恥ずかしいんですが……」

「ま、他にお客さんもいないし、いいんじゃね？」

「むしろこれテンション上がる的な！　人間ってこういう面白いこと考えるから好き♡」




　もくもく泡を立てる。

　ごしごしタオルで洗う。




「ねーねーこれってさ、あたしらめっちゃ仲良しなんじゃない？」

「ふん。仲良しだなんて、誰がアナタなんかと。いいですか宮本サクラ、アナタはワタシにとって宿命のライバルなんです。こんな真ま似ねをしているのも、あくまでも空気を読んでいるだけのこと。本来であれば──」

「はいはい、ユカリのそれは聞き飽きたから。ていうか手が止まってるぞ、ノルンの背中がぜんぜん洗えてねーし」

「ユカリっち、もっと強い力でお願いするし。これ系はごしごし力一杯やってもらうのがウチの好み的な」

「ああもう、ぶつぶつうるさい人たちばかり……ワタシだって真面目にやってますっての。これ以上やったら腕が筋肉痛になるっていうか、むしろ筋肉がついちゃって困るっていうか……何度も言ってるけどワタシはモデルなんです。このスタイルを保つために毎日努力してるんです。これで腕が太くなって仕事が来なくなったらどう責任を取ってくれるんですか？　ぶつぶつ……」




　舌ぜつ禍か、という言葉がある。この状況のユカリがまさにそれだ。

　ノルンは眉間にしわを寄せつつ、ニマニマ笑って、




「うーんユカリっち、さっきから口答えが多い的な。楽しい楽しい温泉旅行に来ておいて、旅行を純粋に楽しめない。これってある意味、神をも畏れぬ所業じゃないかなっていう。……おーいサクラっちー」

「はいよー」

「ユカリっちにお仕置きをお願いするし」

「はいよー。……おーっと手が滑ったー」

「や、ちょっ!?　アナタどこ触って!?」

「おおーっと。仕事熱心なあまりまた手が滑っちゃったー。ずるっ」

「何ですかその棒読みセリフは!?　『ずるっ』とか言ってるのもわざとらしい──ひゃ、あひゃ、うひゃひゃひゃは」




　天てん罰ばつ覿てき面めん。

　サクラの両手が気まぐれ仕事を開始する。具体的に何をしているのかといえば、ちょいちょい手を滑らせたフリをしてユカリの胸を揉もんでいる。




「ちょっとユカリーん？　じっとしててくれないと身体からだが洗えないんですケドー？　ていうか、ユカリんのおっぱいってカワイイね♡　手のひらにすっぽり収まっちゃう」

「こ、この外道！　ちょっと自分の胸が大きいからって調子に乗って……ちょっとタクミさん！　タクミさーん!?」

「はいよー」

「アナタの友人を何とかしてください！　この宮みや本もとサクラとかいうハレンチ女が、不当な理由でワタシに意地悪をしてきます！」

「んー。でもサクラは友達だしなー。ユカリより付き合い長いしなー」

「いいでしょうわかりました。こうなったら取引です。宮本サクラを何とかしてくれたら、タクミさんの言うことをひとつ何でも聞きます」

「おいおいマジで？　そんな気楽に約束しちゃっていーの？　言っとくけどウチ、そういうの本気で取り立てるタイプよ？」

[image: ]

「背に腹は替えられません。宮みや本もとサクラに吠ほえ面づらをかかせるためなら、肉を切らせて骨を断つことも厭いといません」

「よっしゃそういうことなら任せろ……おーっと手が滑ったー」




　長なが沢さわタクミは友情を裏切った。

　棒読みのセリフでサクラのデリケートゾーンに腕を伸ばし、とてもいやらしい手つきでとてもいやらしい意地悪を開始する。




「ちょ、や、ふぁひゃん!?　ヘンなとこ触らないでよタクミん！」

「へっへっへ。お嬢さん、思った通り感度バツグンですなあ。ここか？　ここがええのんか？」

「や、ちょ、ひうっ、ホントやめ、そういうのはヒカルとだけ──」

「つーかサクラ、マジでエロの才能ありすぎ。ちょっと前戯してやっただけでここまで感じるとか、いじめ甲が斐いがありすぎてヤバい。ウチもついつい本気出しちゃおっかな、って気になってくるわ」

「うぐぅ……タクミんのばか！」

「おーっと！　うっかり手が滑っちゃった的なー♪」




　そして頼まれてもいないのにノルン参戦。

　エロと聞いては黙っていられない。嬉き々きとして腕を伸ばしアタックを開始。




「にゃはんっ!?　──おいこらノルン！」

「あれぇ？　タクミん、意外にもいちばんカワイイ声出してるんじゃないか的な？」

「ていうかアンタが的確に人の弱いところを衝つきすぎなんだよ！　なんでピンポイントにウチの弱いところ知ってんだよ！」

「うひひ。ここか？　ここがええのんか？」

「はにゃうっ!?　あーもーやめろって！　こういう声出すのキャラじゃないんだから！」

「そこは諦めるし。誰かにエロいことをする人は、誰かにエロいことされる覚悟をするべきだし。ほれほれ、ウチの神業テクニックでいろんなところ開発してあげるし♡」

「くっそ、こうなったら──おーいユカリ！　あとは頼んだ！」

「た、頼んだって何を!?」

「アホかオマエそんなの決まってんだろ、お前が背中を流してるそこの黒ギャルに、一発ど派手な技をかましてやれ」

「そんなこと言われても！　ワタシそういう経験ないですし！　趣味もノーマルだし！」

「いーからやれ、ここでやらなきゃオマエただのやられ損だぞ？　誰だって最初は初めてなんだ、若者らしく情熱的にやれ、いーからやれ」

「ああもうわかったわよ、わかりましたわよ！　こうなったらヤケクソです、郷ごうに入りては郷に従え──ほら、こうですか？　ここがええのんか？」

「あーそこいい、そこ気持ちいい♡　もうちょっと右のツボも、強く揉もみほぐしてもらいたい的な」

「いやワタシそういうマッサージしてるわけじゃないんやが!?」





　　　　†






　一方そのころ男湯では。

「……なにやら百ゆ合りっぽいニオイがするわ」

「ん？　どうしたのライタくん？」

「いや、なんとなくやけどな。オレのアンテナがええ雰囲気を感じ取ったような気がすんねん。ここやないどこか、せやけどえろう近いどこか──具体的には女湯のあたりからやねんけど」

「すごいね君の感覚。僕は何も感じ取れないけど」

「想像してみ？　女子同士、それもめっちゃ可愛かわいい女子同士が、いっしょに温泉に入っとんのやで？　何も起こらんわけあらへんがな。そっと目を閉じて心の耳を澄ませて、そうしたら必ず届いてくるはずや。旅館の反対側、いくつもの部屋を隔てた向こうにある女湯からほれ、女子たちのあまーい声が響いてくるのが聞こえてくるやろ？」

「それってただの幻聴じゃない？」




　突っ込みを入れるヒカル。

　そこへお湯をかき分けて、剛ごう田だリキヤが筋骨隆々のボディを近づけてくる。




「いいわよねえ若いって。アタシには何も聞こえてこないわあ」

「そらリキヤさんみたいなソッチ系の人には聞こえないと思うっすよ、オレらみたいな高校生の男子やったら聞こえますけど。ていうか近いっすリキヤさん。顔が近い」

「女湯ではきっと、女子同士のキュンとするアレコレが繰り広げられてるんでしょうね。あーあ、あたしも可愛い女の子に生まれたかった！」

「ホンマにそう思うんならもう少しそれらしい努力をしてくださいよ。アンタ、風呂に入る前にプロテイン一気飲みしてたじゃないすか」

「あらライタくん、それは仕方ないのよ。だってアタシ筋肉が付きやすい体質なんだもの、人は自分が生まれ持った才能に素直に生きた方が前向きでしょ？」

「それはわかりましたけど、さりげなくボディタッチとかしないでください。欲望に素直すぎる生き方もどうかと思うっすよ」




　抜け目のないリキヤと、しっかり牽けん制せいするライタ。

　ヒカルは我関せずとばかりに「いい湯だねえ」とひとりごちて、熱海あたみの温泉を満喫する。

　彼の胸に浮き出たルーン文字は、どうやらライタとリキヤには見えないらしい。

「これはいよいよファンタジーだねえ」

「ん？　何の話やねん？」

「いや別に何も。それよりライタくん、女湯の方からえっちな喘あえぎ声が聞こえてくる気がしない？　さっきよりもハードなやつが」

「なんやて!?　どれどれ、しっかり耳を澄まして、と……」





　　　　†






　ふたたび女湯。

　地獄のウロボロス背中流しバトルが終息し、女子四人はようやくお湯にありついている。




「[image: ]ああ～ぁぁ。気んもちいぃ～」

　おっさんみたいにうめきながら、サクラは肩まで湯に浸つかる。

「これ[image: ][image: ]～。これいいですわあ～。極楽ですわあ～」

「キャラ変わってるぞオマエ」

　友人の様子に苦笑しつつ、タクミは両手でお湯をすくう。

「でも確かにいいよな。ウチあんまり温泉とか来たことないけど、家で入ってるお風呂とぜんぜん違うのな、ホントに」

「でしょでしょタクミん～？　今日の旅行に誘ったあたしに、もっと感謝してくれてもいいんだよ～？」

「調子に乗んな。でも感謝はする」

「うむ苦しゅうない」

「ところで温泉といえば」

　ユカリが割って入り、

「熱海あたみの温泉は大きく分けて二種類あるのをご存じですか？　宮みや本もとサクラ」

「んーん、知らない」

「塩化物泉と硫酸塩泉、このふたつに大別されます。海岸沿いは塩化物泉の源泉が多く、山沿いは硫酸塩泉の源泉が多い傾向があるんです」

「へーえ。そうなんだ」

「もともと熱海といえば硫酸塩泉の源泉が大半だったのだけど、あちこちの旅館で温泉をくみ上げているうちに泉質が変わっていったのよ。たくさんお湯をくみ上げると地中の水が足りなくなって、足りなくなったスペースに周りの海から海水が流れ込んで、その結果として塩化物泉が増えていったということです」

「ほうほう。詳しいねユカリん」

「ちなみにワタシたちが入っているこの温泉は硫酸塩泉。より高い入浴効果が期待できるとされてるんですよ」

「へーえ。ちょっとラッキーな気分になるね、そう言われると」

「ふ。そんなことも知らずに入るとは、宮本サクラもまだまだね」

「だって、一回入っただけじゃ入浴効果なんて大してわかんないもーん。正直さ、温泉なんて雰囲気ですよ雰囲気。『今この瞬間あたしの気分がいい』それがすべてなわけです。あんまり蘊うん蓄ちくとかにこだわってると、大事なコトを見失っちゃうよ？」

「むぐっ。またそうやって地味に鋭い本質を突いてくる……！」

「ちなみにあたし、別に温泉入らなくたってお肌はつやつやのすべすべですし」

「腹が立ちますけど確かにすべすべ！　反論しづらい！」

「ていうかユカリんの蘊うん蓄ちくって、いかにも付け焼き刃のインスタントじゃない？　熱海あたみに来る前に一夜漬けで知識を詰め込んできたんでしょ？　そういうのってやっぱ説得力が出ないんだよね～」

「ダメ押しに人の痛いところを！　ワタシやっぱりアナタが嫌いです！」

　温泉に浸つかっても代わり映えのない、サクラとユカリのやり取りであった。

「ヘイヘイそんなことより～、だし！」

　ノルンが流れを変える。

「女子が四人も揃そろってお風呂に入ってるんだし？　他にやることあるでしょ的な？」

「というと？」とサクラ。

「それはもちろ～ん……ビシッ」

　変身する時の仮面ライダーみたいなポーズを取るノルン。




「エロトーク！　でしょ！　的な！」




「……エロトークぅ？」

　ユカリが顔をしかめて、

「どうしてそう品のない発想になるのですか。ワタシ育ちがいいので理解に苦しみます。せっかく温泉に来ているのだから、素直にお湯を楽しめばいいでしょうに」

「ちっちっち。それは考えが甘い的な」

　ノルンは人差し指を振って、

「お湯を楽しむのは前提だけど、それだけじゃ味気ないってものだし。お皿の上に魚の切り身が載ってるだけのお刺身みたいなもので、味も素っ気もないっていうか？」

「つまり刺身のツマが欲しいと？」

「魚心あれば水心、って言うっしょ？」

「まあわからなくもありませんが……トークするにしたって、やはりもっと他の話題があるのでは？」

「たとえばどんなだし？」

「たとえばノルンさん、アナタの話とか」

「ウチの？」

「だってそうでしょう」

　当然です、とばかりにユカリはふんぞり返って、

「そもそもアナタ、どこのどなた様なのです？　雑な紹介をされただけでどこの誰か分からない、どこの国の人かもわからない、見た目も名前も全力で浮いている。今日ここまでは他にいろいろありましたし、あえて訊ききませんでしたが……トークの話題が必要だというなら、まさにノルンさんの話こそ最適な選択でしょう」

「ええ～？　ウチの話～？」

　ノルンは頭をかく。

　えへへ、とまるで照れてるみたいな仕草。

「ちょっと。なぜそこで照れるんです」

「だってそれだけウチのことに興味持ってくれてる、ってことっしょ～？」

「それはまあ確かに……興味があるからこそ訊いているわけですが」

「えっへっへ～」

「……ちょっと。距離が近い。いくらお風呂でも距離が近い。なぜニマニマ笑いながらすり寄ってくるんです。それもなぜか上気した顔で。お湯にのぼせたのとは別の意味で顔を赤くして」

「ユカリっち、ウチのこともっと知りたい的な？」

「知りたいは知りたいですけど距離が近い。なぜボディタッチを混ぜてくるんです。なぜ耳元に吐息を吹きかけてくるんです」

「ウチのこともっと深く知る方法、教えてあげるし♡」

「ハッ!?　なにやら嫌な予感が!?　それ以上近づいてくるの禁止！　手首をがっちり掴つかんで逃げられないようにするのやめて！」

「言葉を交わすよりも、身体からだを交わした方が手っ取り早いし♡　レッツ・ボディランゲージ♡」

「しまったこの人、リキヤさんとは別の意味でそっちの趣味が!?　ちょ、やめ、ヘンなところ触らないで！」




　ノルンの手足がユカリの身体に絡みつく。

　その様子、あたかも獲物を捕食する軟体動物のごとし。




「百ゆ合りだ」

「百合営業だ」

「ユカリんあざとーい」

「なるほどな、モデルってやつはこうやってポイント稼いでいくのか。こういうウリをする人生だけは歩みたくねーなー」

「ちょっとサクラさんタクミさん！　見てないで助けなさい！　ていうかさっきもこんな展開ありませんでした!?　いやだからやめてってノルンさん、ワタシそういうの弱いから──って、あっ、やっ、ほんとやめ」




　閑話休題。




「というわけで！　恋バナいってみよー！　的な！」

　しばしの後、ノルンは盛り上がっていた。

　ユカリは岩風呂の隅っこで放心状態になっている。ノルンの執しつ拗ような責めを受け、サクラとタクミが薄情にも見捨てた結果がこの惨状だ。

「恋バナつってもなー」

　ユカリに向けて合掌しながら、タクミが言う。

「ウチは別にそういう話ないんで。特に語ることもないっていうか」

「えー？　タクミっち、もしかして恋をしたことない的な？」

「んー。性欲は人一倍あるんだけどなウチ。『好き』と『恋』と『愛』の差が、いまいちわかってないんだよ。結局のところそういうのって、ヤる気が出るかどうかが問題であって、いちいち差別化する必要はないんじゃねーか、っていうか」

「ほうほう」

「そんなウチが恋バナつってもねえ？　なんか違うんじゃね？　まああえて言うなら資格がない？　っていうか？」

「ふむふむなるほど。タクミっち、それって立派な恋バナだし」

「えー？　そうかあ？」

「そうだしそうだし。そっち方面の話、もっと聞かせるし」

「いやー。ウチが言うのも何だけどさ、そのへんの話ってかなり下品で下世話なわけよ。正直言って18禁なわけよ」

「別に問題ない的な？　ここはあくまでもプライベートな空間だし、みたいな？」

「他にお客がいないだけで公共の場だけどな。……まあそこは目をつむるとしても」

　タクミは肩をすくめて、

「困ったことにガチ純情系がいるんだよなこの場には。誰よりもエロい身体からだしてるくせに、妙にお子ちゃまっぽい感性もってるやつが」

「ちょっとー。タクミん、それってあたしのこと？」

　サクラがくちびるを尖とがらせて抗議する。

　タクミは「オマエしかいねーよ」とあしらいつつ、

「だってさー、サクラは大おお神がみヒカルと付き合ってんだろ？　幼なじみで隣の家に住んでんだろ？　両親も公認の関係で、同じ布団で一夜を明かして、一緒に風呂まで入ってる仲なんだろ？　なのに肉体関係のひとつも持てないヤツと18禁の話をしてもなー。歯ごたえがないっていうか、馬の耳に念仏っていうか」

「うぐっ。そ、それには深いわけがあるというか、いろいろ事情が……」

「親からヤってこいとまで言われて何もできないって、ちょっと意味不明だわ。手取り足取り導いてやらないと何もできんヤツなのかオマエは。お膳立てしてやっても据え膳食えないタイプか。オマエは赤ちゃんか。低学年向けラブコメの主人公か」




　辛口に攻め立てるタクミ。

　サクラは「そ、そこまでいわなくても……」と防戦一方。

　ノルンは「タクミんいいこと言うし。もっと言ってやってし」と煽あおっていくスタイル。




「旅行が楽しすぎて忘れてねーか？」

　お湯の中で足を組み、背中の岩にもたれかかって、タクミは続ける。

「これってそもそも、大おお神がみヒカルと一発キメるための旅行だろ？　ウチが呼ばれたのも、アイツとの関係を前に進めるアシストのためだろ？　まあしつこく口を出すのもどうかと思うんで、ウチもここまであまりお節介は焼いてこなかったけど……さすがにそろそろ、なあ？」

「わ、わかってるってば！　この旅行でちゃんと……ヒカルと、するし」

「するって何を？」

「えーっとね、手を！　繋つなぎます！」

「オマエ正気か？　熱海あたみくんだりまで来てそのレベルとか、マジで言ってる？」

「えーっと、えーっと……じゃあね、腕を組みます！　腕を組んで街を歩きます！」

「却下だ話にならん。そんなもん東京でやれよ」

「じゃあハグでどうですか！　ヒカルにくっついてぎゅーってする！」

「甘い。そんなの小学生でもやれる」

「ええい、このごうつくばりめ！　わかりました、こうなったらあたしも清きよ水みずの舞台から飛び降りる気持ちでいきます！　キスでどうですか!?」

「キスってどこに？」

「えーっと……手の甲、とか？」

「どこのヨーロッパだよ。貴族階級のあいさつかよ。いっぺん死んで生まれ直してこい」

「うぐぬぐ。えーっとね、じゃあね、えーっと──」




　条件を小出しにするサクラと、ハードルを上げるタクミ。

　ノルンは「タクミんが説教してくれるから楽でいいし～」とか言いながら、お湯の中を泳いで遊んでいる。




「とにかく！　とにかくやるから！　全力で！　行けるところまで行きますんで！」

「いやそういうことじゃなくてさ。実際どこまで行くのか、って話をしてんだよ。オマエの言い方だといくらでも逃げ道作れるだろ？　具体的な目標を設定しろよ」

「うぐぬ……ええと、とてもエッチなことを！　します！」

「つまりセックスか」

「ひゃああ!?　タクミん、そういう露骨な単語を出すの禁止！　あたしたち高校生だから！　まだ18禁なお年頃だから！」

「まどろっこしいヤツだな……まあいいわかった、オマエがヘタレなことはよく知ってるし。具体的な目標を口に出すのは勘弁してやる。そのかわりちゃんとやれよ？　大おお神がみヒカルと『とてもエッチなこと』をさ」

「うう……はい。がんばります」

「本番とまでは言わんけど、ウチが納得するレベルのエロいことだぞ？　さっきノルンがユカリにやってたぐらいのやつだぞ？」

「え、あのレベルをデスカ!?　あれっておおむね本番でしたよね!?」

「繰り返し言うけどさ、熱海あたみまで来てんだぞ？　しかも色んな連中を巻き込んでんだぞ？　そのくらいの成果をあげないと納得いかねーからな？」

「あうう……ハードルまじで高いっす……あたし最近わかってきたけど、正直ヘタレなんですけど……ガチで厳しすぎる目標なんですけど……」




　口から魂が抜けてしまいそうなテンションのサクラ。

　さらに彼女はこんなことまで口走る。




「ていうかさー。これって恋バナじゃなくない？」

「アホか全力で恋バナだろ。しかもオマエの恋愛相談だぞ」

「えー。でもさでもさ、恋バナっていったらさ、もっとノロケる系のとかさ。たとえばヒカルがどのくらいあたしを大事にしてくれるか、みたいな話とか。もしくはあたしがヒカルをどのくらい好きなのか、って話とかさ。やっぱそういうのが本筋じゃない？」

「そーゆーのが悪いとは言わんが、小学生レベルの話だからな？　オマエはこれから大人の付き合いをしていく、って話をしてるんだからな？」

「えー。でもでもお、なんていうかあ、やっぱ照れるっていうかあ」

「あーもーウゼエ。オマエ、ほんと魂の底からヘタレだな」

　イライラを募らせたタクミがおもむろに両手を重ねる。

「これでも食らえ」

　重ねた両手から水しぶきが一いつ閃せん。温泉の水鉄砲がサクラの顔を直撃。

「あうち！　ちょっと何すんのタクミん!?」

「ヘタレにはいい薬だ。効能あらかたな熱海あたみのお湯を顔に発射されて、そのヘタレっぷりを治してもらえ」

「あうう……こんなことしてもあたしのヘタレは治らないってー。ただでさえつるつるの美肌がさらに磨かれちゃうだけだってー」

「ろくに反省もしないで減らず口を叩たたくとはいい度胸だ。……よーしわかった、こうなったらあたしにも考えがある」




　タクミの目が据わる。

　そして彼女はこう宣言する。




「今回の旅行で大おお神がみヒカルとエロいことしなかったら──ウチがオマエをヤる」

「へっ？　そ、それってどういう意味？」

「ウチがオマエを抱くってことだよ。性的な意味で」

「──えええええっ!?」

　ＴＨＥ・青せい天てんの霹へき靂れき。

　サクラはうろたえながら、

「ちょ、え、それはどうなの!?　女同士なんですけど!?」

「今どき珍しくもねーだろ。さっきもノルンとユカリが濡ぬれ場ばしてたし」

「確かにしてたけど、でもええええ？　タクミんとあたしが？　いやいやいや」

「そういう目でウチを見れないってか？」

「うん。正直なところ見れないです」

「悪いがウチはちがう。オマエをめちゃくちゃエロい目で見てる」

「ええええ……いやいや、そんなこといきなり言われましても、ええええ」

「まあウチはいわゆる両バ刀イなんで。余裕でオマエも抱ける。むしろ積極的に抱ける。何ならセフレにできる」

「えーとまあ、タクミんにそういう趣味があるのは何となくわかってたけど……」

「ウチはジェントルなんで、肉食は肉食でも節操がある。相手の意に沿わないやり方をするのも趣味じゃねー。でも今回は話が別だ。なんせウチも今回の計画に巻き込まれてる側だからな。子供の使いじゃねーんだ、ここまで来て何の成果もなしじゃ腹に据えかねる。すべての元凶を無理やり犯すぐらいのことしねーと、割に合わん」

「そんな無む茶ちやな！」

「無茶だろうと麦茶だろうともう決めた。エロいことしなきゃウチがエロいことする」

「いやいやいやいや」

　首と両手を同時に振るサクラ。

　しかしタクミの目は本気だ。狙いを定めた狩人かりゆうどの目をしている。そう簡単には考えを変えてくれそうにない。

「ちょっとちょっと、これは斜め上の展開ですよ……ちょっとユカリーん──は相変わらず放心状態だから使えなくて。ちょっとノルン！　ノルンさーん！」

「はいはい、大声出さなくても聞こえてるし」

「何かおかしな展開になってるんだけど！　何とかして！」

「いや何もしないけど的な」

「なぜ!?」

「むしろウチの方こそ『なぜ？』だし」

　すいーっ、とサクラの隣まで泳いでくるノルン。

　それからひそひそ耳打ち。

「ていうかサクラっち、ガチで目的を忘れてる的な？　ヒカルっちとエロいことしないと滅びるよ世界？」

「あ」

　そういえばそうだった、という顔をするサクラ。

「サクラっち……リアルで忘れてた反応？　さすがのウチもちょっと引く的な」

「いえいえ。そんなことないですって、ええ。忘れてないよ本当」

「いろいろ根回しをして熱海あたみまで来たし、世界の運命と個人的な運命が奇跡的にリンクしてるんだし。ウチはわりと気楽な感じでいたんだけど。サクラっちの脳天気っぷりが想像を超えすぎてて、もしかすると本気でピンチかも」

「ちょ、そんな脅さないでよ……さすがのあたしもちゃんとやるって。うん、やれるはず。やれるといいな。やれるような気がしなくもないかな」

「サクラっち。どんどん自信なさそうな顔になるのやめるし」

「まあそこまで不安になることねーよ」

　サクラとノルンの内緒話をどう受け取ったのか。タクミは経験者の貫かん禄ろくで伸びをしながら、こんな風に言う。

「ウチも鬼じゃないからさ。嫁に行けなくなるまで責め抜くのはしないんで。むしろ大おお神がみヒカルとの本番前の予習ぐらいに収めとくんで。だからサクラが損することは何もないんで。ぜんぶウチに任せて気持ちよくなるだけでいいんで」

「うう……なんか客を口説く時のホストみたいな態度……そしてそんな雰囲気がにじみ出てるタクミんに、あたしは不安しか感じないです」

「てゆーか何度も言ってるけど、結果を出せばすべて丸く収まるんだからな？　熱海旅行で大おお神がみヒカルと一発キメるっていう本来の目的を達成すれば、罰ゲームを不安がることもないんだからな？」

「あううわかってます、それはわかってるんだけど……いざとなると足がすくんでしまう乙女心もわかって……あたし片思い歴が長いんで……自分、不器用なんで……」

「そんなこともあろうかと～！」

　ざぶん！　とお湯から立ち上がるノルン。

　小麦色に焼けた美裸体を惜しげもなく披露しつつ、両手に腰を当てて、

「実はウチ、とっておきを用意してるし。ヘタレなサクラっちがヒカルっちに迫ることのできる、ガチ最強のアトラクションだし」

「えっ!?　なにそれなにそれ!?　そんな素敵な企画があるの!?」

「ういうい。大船に乗った気でいてほしい的な」

「んもーそうだったのー？　だったら最初からそう言ってくれたらよかったのにー。さすがはノルンだね！　そつがないね！」

「むふふ。もっと褒めてだし」

「いやーホント助かるよお……すまないねえノルン婆ばあさんや、ワシのためにそこまで骨を折ってくれて……」

「水臭いこと言わないでし。ウチらズッ友だし。エターナルフレンドだし」

「よーしわかった！」

　ざぶん！　とお湯から立ち上がるサクラ。

　真っ白でつやつやお肌の美裸体を惜しげもなく披露しつつ、両手に腰を当てて、

「あたしも女だ、ここまでお膳立てしてくれたノルンに女おんな気ぎを示さないと、友とも達だち甲が斐いがないってもんだよね！　よーしやるぞー！　今日こそヒカルをオトすぞー！」

「ういうい、その意気や良し、だし」

「むしろあたしがヒカルを抱くから！　今夜は忘れられない夜になるから！　ワンナイトカーニバルになるから！　えいえいおー！」

「えいえいおー！　うえーい！」




　盛り上がるサクラとノルン。

　タクミの「おーい。丸見えだぞオマエらー」という声にも耳を貸さず、お風呂が貸切なのをいいことにやりたい放題だ。




「──で？」

　ひとしきり盛り上がってからサクラが訊きく。

「具体的に何をやるの？　あたしは何をすればいいわけ？」

「んーとね──」

　ノルンは変わらぬテンションでこう言う。

「女体盛り♡　だし♡」

「……は？」

「というわけでお風呂から出たらさっそく準備よろよろ～♪　いやーサクラっちもやる気ありそうだし、これは楽しみになってきました的な！　むふふー！」





幕間







　それと前後して、ノルン三姉妹の話。




「ぷっはあー！　うーん、やっぱ昼間のビールは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにしみわたるねっ！」

「美み來らい、あなた飲むと決めたら急にタガが外れましたわね。ここで空けた生ビール、もう三杯目でしょう？　少しは抑えなさいな」

「依い真まの言う通りよ美來ちゃん、わたしたち女神にアルコール中毒は無縁だけれど、それでも適量というものがあると、珂か子こお姉ちゃんは思うのよ」




　温泉蒸しで一杯やっていた。

　旅館の中庭に高温の温泉の蒸気を引き、その熱で野菜やらシューマイやらを蒸してお酒をくいっと引っかけるという、温泉地ならではのアトラクションである。




「だってぼく、ずっとガマンしてきたし！」

　温野菜にマヨネーズをたっぷりつけながら、美來は主張する。

「だからここでたくさん飲むのは、むしろ当然だと思うんだよねっ。つまり遅れを取り戻さないと、っていうか、たくさん飲むのはむしろ義務？　みたいな？」

「それでも自重はしなさいな」と依い真ま。

「そうよ、見た目は子供なんだから」と珂か子こ。

「ねえねえそんなことよりどうする？」あからさまに話をそらす美み來らい。

「巨人がそろそろアレしてコレする頃合いだけど。一体どうなっちゃうのかな？　ハラハラドキドキしちゃうよねっ」

「どうするもこうするもありません」

　シューマイにカラシをつけながら、依真。

「ヒカル様の動向次第ですわ。無事にエロいことをして巨人を抑えられるなら良し」

「サクラちゃんが失敗すれば、まあそれまでの話よねえ」

　黒毛和牛の蒸ししゃぶに岩塩をまぶしながら、珂子。

「ま、しょうがないよね！」

　四杯目の生ビールを飲み干して、美來があははと笑い飛ばす。

「ぼくたちそろそろ勤続疲労が限界だしね！　巨人を抑え続けるのとか、土台むりだし！　ヴァルキリーでもあるぼくだってきついんだから、珂子お姉ちゃんも依真お姉ちゃんはもっときついと思うんだけど！」

[image: ]

「でも他にやる人もいないから」と珂か子こ。

「適材適所ですわ。わたくしたちは時と運命の女神ですもの」と依い真ま。

「つまり、なるようになる！」

　五杯目の生ビールを注文しながら、美み來らいは「にぱっ」と笑う。

「てことは考えてもしょうがない！　さあさあ飲も飲も、せっかく姉妹三人が水入らずで楽しめる時間なんだから！　飲まなきゃ損、損！」

「それもそうね。わたくしも生ビールおかわり」

「じゃあわたしも。あ、追加のお肉もお願いしまーす♡」

　末の妹に煽あおられ、上のふたりは即座にオーダーを重ねていく。




　この時刻、熱海あたみの町はかろうじて平穏。





第四話







　高度経済成長期、と呼ばれた時代があった。

　１９５０年代の日本。戦後の混乱から立ち直り、国家が次第に自信を取り戻していった、太陽の時代。

　人口が爆発的に増加し、食くい扶ぶ持ちを稼ぐために人々は汗水たらして働き、働いた分だけいい夢が見られた、現代史を語る上で避けては通れぬ一里塚。

　そして好景気は、新しい文化や風俗を産む格好の土壌となる。

　土壌は景気が派手なほど深く広く、時として後世の人間が首をかしげる風習が流行することも、まま見受けられる。




　そのひとつがいわゆる『女体盛り』であろう。





　　　　†






「なぜこうなった……？」

　天井を見つめながら、宮みや本もとサクラは呆ぼう然ぜんと独白する。

　ちょっと早めの夕食時である。

『ホテルニューグランド熱海あたみ』のお食しよく事じ処どころ。

　個室の真ん中にぽつん、とサクラは寝転んでいる。

　寝転んでいるというか仕上がっている。

　仕上がるとは何か？

　無論、美お味いしく頂かれるための準備がである。

「なんかこう……お葬式を思い出すよね……」

　お食事処でお葬式？

　奇妙な取り合わせに思えるが、サクラの感想は正しい。

　なぜなら彼女の周りはある種のお花畑である。大葉の緑色、食用菊の黄色、紅べに蓼たでの赤色、桂かつら剥むきにした大根の白色──それらに彩られた、熱海ご自慢の海鮮の数々。タイやヒラメ、アワビにサザエ、イサキにアイナメｅｔｃ。

「ほらこう、棺ひつぎの中にさ、ホトケ様が寝かされててさ。その周りがお花で一杯に埋められてるの。で、ホトケ様は穏やかな顔をして横たわってるの。ほらね、やっぱりお葬式みたいじゃない？」

　縁起でもない。

　葬式などというシチュエーションとは、本来なら縁遠いはずである。女体盛りは特別な時にしか見られない、明るく楽しい風習であるべきではないか。

　それにサクラの内心はまったく穏やかではない。悟りを開きつつあるという意味では穏やかかもしれないが。

「いやー。なんでこうなっちゃいましたかねー」

　ふたたび独白する。

　頭の中で考えるだけで済むはずの感想が、つい口をついて出る。というかひとりごとでもしゃべってないと間が持たない。ちょっとでも油断すると素に戻ってしまって、うっかり死にたくなってしまうだろうから。




　──というわけで、既にスタンバイＯＫだった。

　もちろん紆う余よ曲きよく折せつはあった。

　ノルンのノリに押され、タクミが「女体盛りって何それ面白すぎじゃん、やろーぜやろーぜ」と外堀を埋め、意識を取り戻したユカリも「素敵だと思います。きっとサクラさんにしか表現できない芸術的な絵面になるでしょう。事務所の社長にも写真を送ってあげたいわよね、ぷーっくすくす！」とか言って協力を惜しまない姿勢を示した。

「いやでもさー」

　サクラの素朴な疑問。

「女体盛りって具体的にはどうやるの？　身体からだの上にお刺身とか適当に載っければそれでＯＫなわけ？　ていうか、ホテルの方でも夕食を用意してくれてるはずだよね？　そもそも場所とかはどうするの？　他のお客さんの目に触れる場所ではさすがにマズいんじゃないの？」

「心配無用だし」

　ノルンが太鼓判を押す。

「ちゃんとあらかじめ先乗りして手配してあるし。個室は予約してあるし、人払いもお願いしてるし、腕のいい職人も用意してるし。サクラっちは、安心して女体盛りに専念してくれればいいし」

「先乗りして……？　あっ、さてはアレか！　熱海あたみに来て最初に別行動を始めたのはそういうこと!?」

「感謝してほしいですね」

　ユカリが恩着せがましく言う。

「ノルンさんに頼まれて、ワタシもその準備に奔走したのです。色んな方面の交渉を手伝ったりとかね。その手のネゴシエーションは得意ですし、何よりサクラさんの晴れの舞台ですもの。ライバルのワタシとしては何をおいても全力でサポートするのは当然ですよね？　ぷーっくすくす！」

　いやいやいやいや。

　だんだん冷静になってきたサクラは首を振って、

「用意してくれたのはありがたいんだけど、いくらなんでも女体盛りっていうのは……ねえ？　ヒカルにアピールするにしたってもうちょっと別のやり方があるっていうか、物事には順序があるっていうか」

「もう何度もループしてる話題だし」

　ちっちっち、とノルンが指と首を振って、

「ヘタレのサクラっちが自力でヒカルっちをオトせるかというと？　その可能性はめちゃくちゃ低いし？　それを見かねたウチが、これだったら百パーセント間違いないっていう方法をチョイスしてるんだし？　ウチを信じて身を任せてほしい的な？」

「いやー……うん……いやー……」

「心配無用だし。女体盛りは五体投地の境地に通じるものがあるし。つまり自分のすべてを投げ出して『もう好きにして♡』っていう意思表示を明確にする、最強最大の手段だし。言ってみれば裸リボンの概念と同じだし。『プレゼントはあ・た・し』っていうのと同じだし」

「だったら別に裸リボンでいいんじゃないの？」

「ノンノン。サクラっちまったくわかってないし。熱海あたみに来て、お泊まりの旅行をしてる、って条件が大事なんだし。東京で女体盛りなんかやっても白けるだけっしょ？　でも熱海なら、開放的な気分になる温泉旅行でなら話は別、ってことだし。何事も適材適所、食材は旬のものを使ってナンボだし」

「うーんそうかなあ……そうなのかしらん……」

　なんとなく言いくるめられてきた。

　首をかしげながらお風呂からあがり、予約したという個室へ移動する。

「とりあえずスタッフを紹介するし。こちら、その道四十年のベテランで、盛り師の山やま本もとさんだし」

　紹介されたのは年配の女性だった。

　割かつ烹ぽう着ぎを身に纏まとっている彼女が調理（？）担当らしい。「いやー、久しぶりのお客さんでうれしいわあ」とニコニコしている。

「じゃあ山本さん、あとはよろしくだし」

「はいはい引き受けました。こんな若くてきれいなコを飾れるなんて、盛り師の冥利に尽きますよ。近ごろは不景気もありましてね、お仕事もめっきり減りましてね──じゃあさっそく始めましょうか。えーとそちらの方、蒼あお井いユカリさんでしたっけ？」

「はい？　ワタシですか？」

「ええあなたです。じゃあさっそく服を脱いでもらって、そこに横になってください」

「は!?　なんでワタシが!?」

「いやーお恥ずかしながら」

　山本さんは手を頬ほおに当てて、

「なにぶん不景気でございましょう？　女体盛りのお仕事は減るばかりで、わたしのような盛り師の腕も鈍る一方でして。だけどそちらのノルンさんが仰おつしやるには『これまでにない最高の女体盛りをお願いするし。なんせサクラっちの晴れの舞台だし。予算には糸目を付けないし』ということでして。であればいきなり本番に入る前にいちど練習しておきたいと申し上げましたら、『じゃあユカリっちを好きに使ってくれていいし。サクラっちのためだったら肉を切らせて骨を断つのも厭いとわない、とか言ってたし』ということでしたので、ええ」

「いやいやいやいや！　やらないですから！　ぜったいやらないですから！　本気でありえないですから！　そんな汚れ仕事、たとえハリウッドの主演と引き替えでもやらないですから！　まだしも枕営業でキモデブのおっさんとガチで寝る方がマシですから！　……いやホントやって！　前フリやないって！　『押すなよ!?　ぜったい押すなよ!?』的なアレやないって！　ちょ、人の話を聞──」

　というわけでユカリが実験台になった。

　死んだ魚の目をして横たわるユカリと、全裸の彼女に嬉き々きとしてお刺身を盛りつけていく山やま本もとさん。彩りこそ確かに華やかだったけど、やっぱりどこかお葬式に似ていた。女体盛りは天国よりも地獄に近い何かなのね、とサクラは思った。

「すいませんやっぱやめていいっすか」

　と提言したものの、

「今さらやめたらマジでコロします」

　と半泣きで凄すごんでくるユカリに押し切られ、けっきょく盛られる運びになった。




　そして今現在。

　サクラは個室の真ん中でポツンとひとり横たわり、天井を見つめている。

　山本さんが「盛り師人生の最高傑作」と太鼓判を押す飾り付けをされて。この女体盛りを食す唯一の資格を持つ、幼なじみを待ちながら。

「……いや。やっぱアカンでしょこれ」

　なおも冷静にサクラは思う。

　どう考えても十六歳の乙女がやることではない。

　山本さんは「とっても綺き麗れいですよ」とまるで花嫁衣装を持ち上げる時みたいに褒めてくれたけど、むしろ女として終わっていると思う。冷静に考えるまでもなくダメであった。やはり旅行のテンションは恐ろしい。こうもあっさりと、人生に消えぬ汚点を刻みつけてしまうとは。

「……やっぱ今からでもやめるべき？　かな？」

　その方がまだマシなのではないか。

　お刺身がもったいないけれど、その方がいくぶん被害が少ないのではあるまいか。

　ヒカルはまだこの部屋に現れていない。シュレーディンガーの猫ではないが、部屋の扉が開くまで、まだサクラの女体盛りは事実上、確定していないと解釈することができるのではないか。だってヒカルにさえ知られなければ、この姿を闇に葬ることだって可能なはずだし。

　そうだそうしよう。

　捨てることになるのはもったいないと思ったけれど、お刺身は自分で食べてしまえばいい。自分の肌の温度でぬるくなってしまったお刺身を食べるのって何の拷問だろう、前世でよっぽど悪いことしたのかなと思うけど、自分で始めたことの始末は自分でつけねばなるまい。

　ちなみに身体からだはとても冷えている。暖かい季節とはいえ、冷たいお刺身をたくさん身体に載せているのだ。もちろん全裸である。身体も冷えるし心も冷える。女体盛り、やっぱりいいことは何もないのではないか。むしろ人類悪そのものなのでは。

「うん。やっぱやめよう、こんなこと」

　気の迷い、あるいは若気の至りだったのだ。

　過ちは誰にでもある。問題はそこからいかにリカバリーするか。過ちを認めて軌道修正すれば、人生はいくらでもやり直せる。若気の至りの良いところは、まさしくその若さにあるのだから。

　しかもここは温泉だ。

　天下に名高い熱海あたみの名湯だ。

　身体からだを洗い流して温かいお湯に入ろう。温泉で身も心もリフレッシュして、新たなスタートを切ろう。仕切り直しだ。まだ間に合う。むしろぐずぐずしてると間に合わなくなる。全裸だから服を脱ぐ手間も省ける。

「でも──でもだよ？」

　この期に及んでもサクラは決断を付けられずにいる。

　彼女には生来の負けず嫌い根性があった。気の迷いだろうと若気の至りだろうと、一度始めたことを途中でやめるのを良しとしない、きっぷのいいところがあった。

　ヘタレのくせに根性はあるという、二律背反する性質の持ち主なのだ。

「ポジティブに考えてみたら、どうかな？」

　何せ女体盛りである。

　高度経済成長時代に生まれた斜め上な発想のアトラクションかもしれないが、それでも特別感にあふれているのは確かである。

　加えてここは熱海。旅行で浮かれているのはサクラだけではないだろう。

　何より、ヒカルはサクラのことを好きだと言ってくれている。

　しかも度量の広い少年だ。大抵のことは受け入れる懐の深さを持っている。女体盛りが完成した時に爆笑して、あまつさえスマホで写真を撮ろうとしていた某タクミとはちがう。きっと笑ったりはしない。少なくとも馬鹿にはしない。そういう人だからこそサクラも好きになったのだ。

　むしろサクラの覚悟に打たれ、積極的に襲ってきてくれるかもしれない。

「え、ホント？　マジでそうなっちゃう？　そういう話になっちゃう？」

　あり得る話だ。

　とにかく相手は大おお神がみヒカルなのだ。斜め上の言動を取ることに関しては、女体盛りどころの騒ぎではない。普通の物差しで測っても彼の反応を先読みすることはできない。

　脳内でシミュレーションしてみる。きっとこんな感じだ。




『サクラ……その姿は一体どうしたの？』

『ヒカル……あのね、あたしね、ヒカルに喜んでもらおうと思って。がんばって女体盛りやってみたの』

『そうだったんだ。とっても綺き麗れいだね』

『えっ。ほ、ほんとに？』

『嘘うそなんかついてどうするの。ほんとに綺麗だよ、すっごい綺麗にお刺身が盛りつけられてるね』

『そっちの話かーい！　てっきりあたしの話をされたかと思って、ついドキッとしちゃったよ！』

『ん？　サクラはもちろん綺麗だけど？　そんなのは前提の中の前提じゃん』

『あうっ。そ、そうかな？　あたし綺麗かな？』

『綺麗だよ。ただでさえ綺麗なサクラが、綺麗なお刺身を盛りつけられてもっと綺麗になってるから。正直最高だと思うね』

『うひゃぁう。ほ、ほんとに？　あうあうあ』

『ていうかさ、女体盛りって女の子にとっては服みたいなもんでしょ？　綺麗な服を着ている可愛かわいい女の子を褒めるのって、めちゃくちゃ普通のことじゃない？』

『あ、うん、はい。女体盛りを服の一種と考える発想はなかったです。うーんそうか、でも身に纏まとっているという意味では、確かに服なのかも……』

『というわけでサクラは綺麗だ。惚ほれ直した』

『ちょ、やだもー！　そんな照れること面と向かって言わないでよ！　うひうひゃ！』

『僕のために女体盛りまでやってくれたその根性に感動した。正直言って抱きたい』

『あふぁ!?　ほ、ほんとに!?』

『ていうか抱く。今すぐ抱く』

『やっ、だめ──今すぐなんてそんな、せっかくのお刺身が台無しになっちゃう……』

『心配ないさ。お刺身を食べながら抱けばいいんだから。ほらこうして』

『あ、やんっ!?　そんな、お刺身をあたしの身体からだから直接食べるなんて!?』

『ほーらほーら、こうしてここを食べて、そして──こうだっ』

『ふみゃっ！　だめヒカルそんなところ口と舌でなんて──ひゃうん！』

『何を言ってるんだい、そもそも女体盛りってのはこういう目的のためにあるものじゃないか。そーれ、こっちのお刺身はどうかな～。さらにはこっちのお刺身は～？』

『や、だめ、そんな、そんなことされたらあたし──あたし──』
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　妄想終了。

　声にならない声で悲鳴を上げるサクラ。

　思わず身もだえしそうになり、あわてて動きを止める。ここで動いたらせっかくの盛りつけが台無しだ。ごろごろ転がろうものなら大惨事になる。

「いやーこんな展開あるかな？　あるかも？　あるよね？　いやー！」

　うひゃうひゃ言いながら悦に入るサクラ。

　自分の妄想がツボに入ったらしい。そしてこうなれば調子に乗ってくるのが彼女の性さが。

「じゃあさじゃあさ。こういうのはどうかな？」

　ほわんほわんほわん。

　さっきとはまた別の妄想を開始する。




『サクラ……その姿は一体どうしたの？』

『ヒカル……あのね、あたしね、ヒカルに喜んでもらおうと思って。がんばって女体盛りやってみたの』

『ふうん。つまり今のサクラは動けないってわけだ』

『えっ？　そ、それは確かに、動いちゃうとせっかくの盛りつけが崩れちゃうけど……』

『動けないってことは、僕が何をしても抵抗できないね』

『ヒ、ヒカル？　何かすっごい悪そうな顔してるけど……何考えてるの？』

『大したことじゃないよ。サクラが動けないのをいいことに、普段はできないあんなことやこんなことをいっぱいしてあげようかな──みたいな。くすくす』

『ちょ、ヒカルってそんなドＳキャラだっけ？』

『ふふ、知ってるくせに。でもってさ、サクラが実はちょっとＭっ気があるってことも、僕はちゃんと知ってるんだ』

『そ、そんなことないし！　あたしそういうのじゃないし！』

『さて。じゃあ僕は今からサクラにキスをする』

『えっ!?』

『もちろん唇と唇で。これまで大事に取っておいたけど、今日はいい機会だからね、僕たちの大切な初めてを済ませちゃおう』

『えっ、うそ!?　でも──』

『ドキドキしてるでしょ？』

『べ、別にそんなんじゃ！　ていうか心の準備がまだ！』

『大丈夫。ゆっくり心の準備をさせてあげるから。まずは指先からね。──ちゅっ』

『ひゃん!?』

『指先の次は手首、それから二の腕。肘にも、肩にも』

『近くなってる！　だんだん近くなってる！』

『首筋にちゅっ』

『ひうぁ!?　そ、そこはちょっと──だ、ダメなんじゃないかなっ！』

『何がダメなんだい？』

『何がってそんな……は、恥ずかしい……』

『耳たぶにもちゅっ』

『ふにゃう！　ちょっとヒカル、ホントにダメだって！　あたしそこ弱──』

『へえ。ここ弱いんだ』

『あっ!?　いや、あう、その』

『可愛かわいいねサクラ。ちょっと僕、興奮してきた。最初は普通のキスから始めようかな、って思ってたけど気が変わった。僕は今からサクラにすっごいキスをする』

『す、すっごいキス!?』

『舌と舌をねっとり絡めて、体液と体液をたっぷり混ぜ合って。ぬっちょぬちょで、ぐっちゃぐちゃの、とんでもないキスをする』

『そ、そんな！　まだ早いよそんなの！　あたしたち高校生だし！』

『構うもんか。愛の前には年齢制限なんて無意味だってことを、今から僕が証明してみせよう。さて、それじゃいくよ？』

『待って！　まだ心の準備が！』

『いくよ～、いくよ～、唇と唇ですっごいキスをしちゃうよ～。ほーらあと十センチ……あと五センチ……お互いの体温が感じ取れる距離まで近づいてきたよ～』
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『キス、しちゃうの？　ついに大人の階段のぼっちゃうの？　お父さんお母さん、あたしは今日、娘ではなく女になります──』




「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]──ッ!?」

　妄想終了。

　最低限の動きで脚をじたばたするサクラ。

　本当なら両手で顔を覆ってのたうち回りたいのだが、せっかくの女体盛りが以下略。

「いけるでしょー！　これはいけるでしょー！」

　確信する。もはや勝利は確定的。

　やはり女体盛りの選択は正しかった。ありがとうノルン、ありがとうみんな。みんなが背中を押してくれたからこそ、ここまでたどり着けた。

　もはや是非もなし。

　恋人同士の本来あるべき関係をついに始めることができる。温泉万歳、伝統文化万歳。

「とはいえ、ですよ」

　こんな風に興奮していたら、妄想シミユレーシヨンどおりに事が進んでくれないだろう。女体盛りはいわば、歌舞伎でいうところの黒子に近い。あるいは舞台背景と同じ。能動的に動いたりしゃべったりするべきではなく、むしろ心を無にして客ヒカルを迎え入れる態勢が求められる。

「そうと決まれば落ち着こう。深呼吸して──息を整えて──」

　すーはー、すーはー。

　心を静める。乱れる心拍の手綱を取る。

　なかなか思うようにいかない。一世一代の大一番、さすがのサクラもこの場面でセルフコントロールはままならない。

（ううう、普通に落ち着こうとしてもダメかも。もっとしっかりリラックスしないと）

　まずは目を閉じる。

　それから瞑めい想そうだ。

　……瞑想？

　瞑想なんてやったことがない。ノウハウの持ち合わせがない。

　とりあえず雑念を振り払えばいいのだろうか。

　どうやって？

（んーと、えーと……そうだ、羊の数を数えてみよっと）

　ひつじがいっぴき、ひつじがにひき。

　この国でもっともポピュラーな『瞑想法』を用いて、サクラは心を静めていく。

　ひつじがさんびき、ひつじがよんひき──

　ひつじがじゅっぴき──ひつじがにじゅっぴき──

　さんじゅっぴき──よんじゅう──ごじゅう──ろくじゅ──なな──





　　　　†






「……ははあ」

　しばしの後。

　個室に足を踏み入れた大おお神がみヒカルは、苦笑いと呆あきれの混じった声をあげた。

「女体盛りを用意してるからと言われて来てみれば、確かに見事な女体盛り。とんでもないサプライズだよね。ノルンって時々すごいっていうか、まあ神様なんだからすごいに決まってるかもしれないけど、それにしてもサクラに女体盛りをさせるなんて」

　頭を掻かく。

　首をひねる。

　あごに手をやる。

　戸惑いの仕草を連発し、最後に「あはは」と笑う。

「でも寝てるんだよなあ」

　そう寝ている。眠っている。

　宮みや本もとサクラは部屋の真ん中に横たわり、とても豪華なお刺身で全身を彩られながら、ひどく穏やかな寝顔で寝息を立てているのだ。

「穏やかどころか、ニマニマ笑ってるように見えるね」

　サクラの顔をのぞき込んで確認し、もういちど頭を掻く。

「察するに『あれこれ迷走した挙げ句に瞑めい想そうして心を落ち着けようとしてたら、うっかり寝入っちゃった』って感じかな？　でもって昼の間にたくさん遊んで疲れちゃったから、完全に熟睡しちゃってると。たぶんそんな感じなんだろうけど──」

　そこまで言って、ヒカルはもういちど首をひねる。

「とはいえ女体盛りの最中に寝るなんて、聞いたことない話というか、ちょっと考えられないというか。さすがはサクラ、想像の斜め上を行くね。まあそういうところもイイんだけどさ」

　にしてもどうしようか、とヒカルは考える。

　女体盛りの『皿』が眠っている。これでは本来あるべきお楽しみは味わえそうにない。

　なぜなら女体盛りとは『呼吸』のエンタテインメントである。




『ぐへへ、さっそくおっぱいに乗ったお刺身を食べちゃおうかな～』

『いや～ん♡』

『ほ～ら、一切れずつ食べていくよ～。どんどん肌色が見えてくるよ～。見えちゃいけないところまで見えてくるよ～』

『あは～ん♡』

『おっと。うっかり手が滑って、お箸が敏感なトコロをつまんじゃった』

『うふ～ん♡　んもう、お客さんってばホントえっちなんだから♡』




　……これである。

　こういうやり取りがあってナンボ、コンビネーションがなければ成立しないのだ。

　相手が眠ってしまっては、それはもはや女体盛りではない。インタラクティブ性が皆無の、片田舎の美術館に展示されがちな謎のオブジェと大差ない。

「どうしようかなあ」

　絵に描いたような肩すかし。

　この場合、ヒカルはどのように振る舞えば正解なのだろうか？

　眠っているサクラを叩たたき起おこす？　いやいやまさか。かくも幸せそうに寝息を立てている恋人を起こすなんて、無粋の極み。しかもヒカルは知っている。旅先ではしゃいで爆睡したサクラは、滅めつ多たなことでは目を覚まさない。覚ましたとしても寝起きは最悪であり、それこそ女体盛りを楽しむどころの話ではなくなってしまう。

　何も見なかったことにして、そっと部屋を出る？　それもまさかだ。ノルンがせっかく手配してくれたのであろうこのアトラクション、見て見ぬ振りは失礼にあたる。そもそもこれだけ豪華に盛られたお刺身、箸を付けなければ罰が当たるだろう。




「よし」

　にっこり笑ってヒカルは決断する。

「責任もってぜんぶ食べよう」





　　　　†






　こうしてヒカルはひとり着席し、黙々と刺身を味わったのだった。

「あ、これおいし」「あ、こっちもおいしいじゃん」「いいお魚使ってるなあ～」

　ノルンが奮発した企画だけに、お魚はすべて最高級品だった。

　そして最後までサクラは目を覚ますことなく、ヒカルは十人前はあろうかというお刺身を一切れも残さず完食したのであった。
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第五話







「今回ばかりはさすがのウチも呆あきれたし」




　午後19時。『ホテルニューグランド熱海あたみ』のお食しよく事じ処どころ。

　ノルンは金きん目め鯛だいの煮付けに箸を付けながら、おかんむりの様子である。

「あれだけお膳立てしてあげたのに、何の成果もないとか。あまつさえすやすや寝息を立てちゃうとか。意味フにも程があるのを通り越して、むしろ感心しちゃう的な。これってもはや才能だし。なんならわざとやってるのか、って話だし」

「いやいや成果はあったのよ、成果は！」

　海藻サラダを頬ほお張ばりながらサクラは弁明する。

「自分で言うのも何だけど、あたしが女体盛りするなんてものすごい進歩だし！　実際、ヒカルの評判も良かったみたいだし！　寝てたからよく分かんないけど！」

「そーゆーのはもういいっていうか、女体盛りしたのだってウチがさんざん根回しして盛り上げた結果だし。サクラっちが自分で企画して自主的に行動した、っていうならわかるけど的な」

「えーっとほら、ハダカもぜーんぶ見られちゃったし！　乙女のハダカですよ乙女の！　これは一大事でしょ!?　あたし寝てたけど！」

「ハダカなんて、ちょっと前にもお風呂で見られてる的な。その程度じゃぜんぜん弱いし、必要なのはその先だっていう」

「えーとその──お刺身が美お味いしかった、ってヒカルは言ってました！」

「それはウチが用意した海産物の鮮度と、盛り師の山やま本もとさんの腕前のおかげだし。お刺身の美味しさにサクラっちは何ら寄与してないし」

「すいませんでしたあああああ！」




　土下座に近い勢いで頭を下げるサクラ。

　勢いが良すぎて、テーブルに並んでいる料理にヘッドバットを食らわせそうになる。




「うううすいません反省してますホントに。我ながらどうかしてると思います。ホントのホントにごめんなさい……」

「まあ終わったことを後悔しても仕方ないし。大事なのはこの先どうするかだし。サクラっちの大失態は不問に付すし」

「あうう……ありがとうございますぅぅぅ……」

「それにしても計算外だし。女体盛りで二人きりになれば、さすがの奥手カップルもエロいことすると思ってた的な？　据え膳食わぬは男の恥って言葉があるけど、そこまでやっておいて食われない女の方も大概な大恥だし。こうなったらウチが一肌脱いで、もう一回シチュエーションを整えるから、今からでも女体盛りをやり直すのはどうだし？」

「いや、さすがにそれはちょっと。冷静になるとやっぱ頭おかしいっていうか、ヒカルがこれまでどおりあたしに接してくれるだけで感謝っていうか。いや引くでしょ普通、自分のカノジョが女体盛りで登場したら。エロいことするどころかその場で別れられても文句言えない案件な気がする……あ、想像したらなんか死にたくなってきた」




　お食しよく事じ処どころは大食堂。

　浴衣姿の宿泊客がたくさん集まって、にぎやかなバイキング形式だ。

　ヒカルとライタとリキヤの三人はさすがの男性陣。最初のロットをたちまち食べ尽くし、次なる獲物を物色して会場をさまよっている。

　タクミとユカリも、あれで意外に波長が合う同士らしい。やいのやいのやり合いながら、職人が目の前で揚げる天ぷらの完成を待っている。

　というわけでテーブルにはサクラとノルンがふたり。

　ちまちま食事を進めながら、作戦会議中。




「さて、ヒカルっちのルーン文字だけど」

　ノルンはしゃぶしゃぶのコーナーに並んでいるヒカルの方を見ながら、

「確認したけどぜんぜん消えてないし。むしろ昼間に見た時よりも濃くなってるし」

「それってやっぱヤバい？」

「もちろんヤバい的な」

　アジフライにソースをかけながら、ノルンは声を低くする。

「ハードディスクで言えばとっくの昔に耐用年数を過ぎてる状態だし。もういつどの瞬間、想定外の事態になってもおかしくないっていう」

「想定外の事態って？」

「それはわからないし。わからないから想定外だし」

「てことは対たい処しよのしようがないんじゃ？」

「大丈夫だし。ヒカルっちとエロいことすれば万事解決」

「あ、やっぱそれなのね。勝利条件は変わらないのね」

「今からでも女体盛りで登場するのはどうだし？　この場で豪快な女体盛り姿で登場すれば、ヒカルっちの視線を釘くぎ付づけにすること間違いなし的な」

「その方向は封印でお願いします……っていうか、こんな公衆の面前でやったら通報されるってーの！　ヒカルの視線以上におまわりさんを集めちゃうから！」

「ちぇー。せっかく女体盛りのノウハウを獲得したのに、もったいないし」

「ていうかさ、マジで他の方法はないの？　エロいことしなくても世界の滅亡を回避するやり方が他にもあるんじゃ？　よくよく考えると、それしか方法がないって割と無む茶ちやな話っていうか、なんかやっぱおかしい気がしてこなくもないんですが」

「……まあ最終手段もないわけじゃない、的な」

　手酌で瓶ビールをコップに注つぐノルン。

　くいっ、とひとくち飲んで、しかし歯切れ悪く、

「なんで、最悪の場合はウチの力で対処できないこともないけど。できれば使いたくないっていう」

「あ、そうなの？　そんじゃまあ、あたしもそこまで責任感じなくてもいいってこと？」

「いやいや、それこそ冷静に考えるし。ヒカルっちとエロいことするのがいちばん確実で、なおかつハッピーな方法なのは間違いない的な？　サクラっちだって遅かれ早かれヒカルっちとそういうことやる予定っしょ？」

「まあそうですけど。そうなんですけど」

「ていうかサクラっち、今の時点で最悪の場合を想定してるし？　作戦が失敗した時の逃げ道をすでに考えてる的な？」

「いやいや違うって。そういうわけじゃないって。いやホントにマジで」

　ジト目で見てくるノルンに、サクラは慌てて弁解。

「ていうかやる気はあるからあたし。だってヒカルといちゃいちゃするのは望むところだし。たまたまちょっと流れが悪くて、それで変な結果になっちゃってるだけなんで。自分、ホントにモチベーション高いんで」

「ホントにぃ～？」

「ホントホント。ウソじゃないって」

「おっけ。そういうことならウチも見捨てないし」

「あざーっす！　ホントあざーっす！」

「女体盛り計画は失敗したけど、まだ手段は残されてるし。今こうして腹ごしらえしてるのも実は、この後に控えてる最終計画のためだし」

「え、そうなの？　なになにどんな計画？」

「じゃじゃーん！　だし！」




　口アナログで効果音を奏でながら、ノルンが何かを取り出した。

　一枚のビラである。

　書かれている内容はこうだ。『熱海あたみ海上花火大会。本日二十時開始。雨天決行』。




「そ、それだー！」

　サクラがビラを指さす。

　そして興奮気味にまくし立てる、

「ちょっと季節外れの花火大会！　鉄板のロマンス！　夜空に打ち上がる花火をふたりで見上げて、そっと手を繋つなぎ合う！　いつしか視線は夜空じゃなくてお互いを見つめていて、見つめるだけじゃなくて顔と顔が近づいていって──」

「でもって気分が盛り上がったところでチューだし。マウス・トゥ・マウスだし」

「きゃーっ!?　うそー！」

「いえーい！　何ならそのまま押し倒しちゃえだし！　ひゃほーい！」




　女子トークが大食堂に響き渡る。

　何人かの宿泊客が怪け訝げんな目を向けてくるが、すぐに興味をなくして食事に戻っていく。




「いいんじゃないいいんじゃない？　それいけそうな気がする！」

「でしょでしょ～？　一気に関係が進む予感がしてきたっしょ～、的な？」

「でもまあぶっちゃけ、花火大会のことは知ってました。さすがに下調べはしてたんで。あと、街まち中なかを歩いてる時に何度もそのお知らせを見かけました。そしてあたし的にもそういうルートは狙ってました」

「アシスト欲しいっしょ？」

「欲しいです！　開き直るけどあたしヘタレなんで！　せっかく最高のシチュエーションを目の前にしても、ちゃんと結果出せる気がしないです！」

「ホントに清すが々すがしいまでの開き直りっぷりだけど、そこは不問に付すし。コーディネートはウチに任せておくし」

「具体的にはどんな風に？」

「何はなくともまず、二人きりにするし。サクラっちとヒカルっちが、他の面子メンツの邪魔が入らない状況でペアになってないと、話が始まらない的な」

「うんうん。それでそれで？」

「他の面子にも協力を要請するし。今夜の花火でサクラっちが一発キメるつもりだって話を通して、いろいろアシストしてもらうし」

「ユカリんあたりがそれでも邪魔してきたら？」

「最悪、神の権能で何とかするし」

「大盤振る舞い！　強気の発言！」

「それだけ今回のチャンスは大事っしょ的な。ガチで世界の命運が懸かってるっていう」

「実感ないけどがんばります。他には他には？　イヤホンとかつけてスマホの通信で指示を出してくれるとか？」

「サクラっち。それは清々しいを通り越して、一周回って呆あきれる系の開き直りだし。おんぶに抱っこにも程があるし」

「いやホントすいません。でも自分、ホント自信ないんで……何度も失敗してるから自信なくしてるんで……成功体験、切実に欲しいんで……」

「よーく考えるし。確かに指示することはできなくもないけど、それじゃムードもへったくれもないし。ムードなくしてスケベなし、これ神話の世界でも常識だし。サクラっちが自分で考えて自分で行動して、それで初めて意味がある的な。本当にただエロいことするだけで問題が解決するなら、とっくにそういうやり方を採ってるっていう」

「あうう……ノルンがたまに出してくる、ぐうの音も出ない正論……いやそうなんです、ホントそうなんです、こればっかりは自分でやらないと、なんだよね。わかってるつもりなんだけど……」

「大丈夫だし。必殺のアシストをちゃんと用意してるし」

　しょぼん、と肩を落とすサクラを励ますように、ノルンは言う。

　サクラは首をかしげ、ローストビーフに箸をつけながら、

「必殺アシスト、と言いますと？　何かとっておきが？」

「鍵になるのは花火大会だし」

「ほうほう？」

「実はあの花火、スポンサーになると特別な花火を上げてもらえるし。アナウンサーが、マイクでメッセージを読み上げて、大勢の見物客に聞かせてくれる的な」

「へー。そうなんだ」

「メッセージの内容は何でもよくて、会社の宣伝でもいいし、何かの御お祝いわいでもいいんだけど。こういう場合の定番、お約束のパターンってものが存在するっていう」

「と、いいますと？」

「たとえば好きな人へ送る愛のメッセージ、とか♡」

「な、なるほどー！」




　箸を持ったままポン、と手を叩たたくサクラ。

　イメージが脳内に湧く。

　夜の熱海あたみ、海岸沿い。何百、何千の見物客。

　読み上げられる愛の告白。見物客からあがる、好意的な冷やかしの声。あるいは指笛を鳴らす音。

　祝福を受けた二人は顔を赤くして俯うつむきながら、それでもお互いの手をしっかり握って。

　そして『ドンッ』という音と共に花火が夜空に打ち上がり、大輪の花火が咲く。

　大きな拍手が会場全体を包み、愛し合う二人はそっと寄り添い、熱い口づけを交わして。

　燃え上がった気持ちはそれだけで収まらず、花火大会が終わり次第、あるいは終わるのを待たず、ホテルへと直行。愛を確かめ合うために己の全てをお互いにさらけ出す。やがて二人はベッドで肩を寄せ合い、朝日が昇るのを共に眺める──




「そ、それだー！」

「おいこらオマエらうるせーぞ。なに騒いでんだ」

　料理を山盛りに抱えたタクミが戻ってきた。

「さっきからギャーギャーやかましい。食堂の端っこにいても聞こえてくる。周りの迷惑を考えろっつーの」

「タクミさんの言う通りです」

　同じく天ぷらを山盛り持ち帰ってきたユカリも同調して、

「ここは公共の場ですよ。モデルたる者、普段から自らの振る舞いを律していくのは当然のこと。こういうところに一流と三流の差が出るもので──えっ？　モデルのくせにその大量の天ぷらは意識が低いって？　馬鹿を言わないでください、旅行に来てまで食べるのを遠慮する方がよほど意識が低いというもの。それこそ普段からカロリーをコントロールしていればこの程度の油分は恐れるに足らず──」

「おーいどうしたの？　何か揉もめごと？」

「何や何や、ケンカかケンカか？」

「いいわねえ若いって。アタシも混ぜてもらえるかしら？　たーくさんお料理を持ってきたから、みんなで分けっこして食べましょ♡」




　さらにはヒカル、ライタ、リキヤさんも立て続けに戻ってきて、話は中断した。

　自然、ノルンとの打ち合わせも途中で打ち切りとなり、細かい話までは出来ずじまいとなってしまった。

　食事が終わればすぐに花火大会が始まる。移動やら何やらでドタバタするだろうし、もはや詳細を詰めていく時間はあるまい。

　だけど心配は要らない──ヒカルがゲットしてきてくれたひじきの煮物をパクつきながら、サクラは早くも勝ったつもりでいる。

　思わぬ流れ、計算外の事態ばかりの旅行になってしまったが、ここへきて文字どおりに女神が微笑ほほえんでくれた。旅先で味わう花火大会、そのロマンティシズム、勝利の方程式は整っている。タクミ、ライタ、ユカリ、リキヤさん、いずれも不確定の因子として動いてくる可能性はあるが（本来その四人はサクラのアシストのために呼ばれているのだが）、そこはノルンが何とかしてくれるだろう。時と運命を司つかさどる女神とは利害が一致している上に、権能を用いることまで示唆してくれている。ああ見えて歴れつきとした女神なのだ、信頼に足ると言っていい。

　恋人との旅行先。

　夜の花火大会でムードは最高潮。

　望むべくもないアシスト役の存在。

　ふたりの『初めて』をこなすだけのシチュエーションは、完璧に整った。

　これで何も関係が進まないなんて、ちょっとあり得ない。どんなヘタレだってイケイケのグイグイの、パリピのウェーイになれる。

　そう。

　ついにこの日、この時。

　宮みや本もとサクラは大人の階段を上るのだ──。





　　　　†






　とか思っていたら。

　花火大会に巨人が出た。





　　　　†






　巨人。

　書いて字のごとく、巨おおきな人。

　プロレスラーとか相撲取りとかそういうレベルではない。身長は数十メートル、ちょっとしたタワーマンションぐらいのサイズ。わかりやすく比較の対象を出すなら、ゴジラとかウルトラマンとか、そのあたり。

　そんな巨人が突如として出現した。

　花火大会の真っ最中、いやむしろクライマックスの只ただ中なかに。

　スターマインと呼ばれる打ち上げ花火の大乱舞、光と煙が夜空に競演する狭間はざま、暗闇を掻かき分わけるようにして巨人は登場した。

　世界各地の創世神話に語られるのと同じく、この世の始まりと終わりを告げる存在にふさわしく、地上の小さな人々の都合などお構いなしに。





　　　　†






　時間を巻き戻す。

　熱海あたみの海上花火大会は、春から夏にかけての長期間、月に数度のペースで開かれる。

　これだけ数多くの花火が打ち上がる場所はそう多くない。当然、それ目当ての観光客が数多くやってくる。大会が開かれる日は町が活気にあふれ、飲食店や土産物屋は押すな押すなの人だかりで大繁盛する。

　午後八時、海岸沿い。

　夏になれば海水浴の客で賑にぎわう、貫一とお宮のモニュメントが立つ近辺には、これから始まる花火を今か今かと待ちかねるギャラリーがひしめき合っている。

「お客さん多いね」

　ぐるりと周囲に視線をやって、ヒカルが感心する。

「昼の間も人出が多いと思ってたけど、この町にこんなたくさんの人がいたんだ。そりゃ混雑もするよね」

「う、うん。そうだよね。するよね」

　返事をするサクラは緊張気味。

　下ろした長い髪を指でいじくりながら、どことなくもじもじしている。

　それもそのはず、隣にはノルンがいない、タクミがいない。ユカリもいなければライタもおらず、リキヤさんすら見当たらない。各自がそれとなく気を利かせ、夜店を見物に出かけたり海岸沿いで砂遊びしたりで、目に見える範囲から消えている。公約どおりノルンがみんなを遠ざけてくれたのだ。

（感謝、感謝。そして我にもはや退路なし）

　これだけお膳立てされては是非もない。どうあっても結果が求められる状況だ。

　もちろんこれまでも色んなお膳立てをされてきたし、結果は常に求められてきたけれど。それにしてもここまでシチュエーションが整ったケースは他になかった。両親から旅行券をプレゼントされ、好きにやってこいと背中を押され、ノルンを始めとする仲間たちに色んなサポートをしてもらった。女体盛りなどという黒歴史も刻まれてしまったが、それとて前向きに考えれば決してマイナスではない。あそこまでやってもヒカルは普通に接してくれる、その事実は大きな収穫だ。よほどサクラのアプローチが見当外れだったとしても、ヒカルはきっと応えてくれる。そう信じることができる。

　そしてこの後、彼女はヤる気である。

　以前、池袋でデートした時とは状況が違う。あの時は『あわよくばキス』ぐらいのつもりだった。そもそも初デートだったし、過度のプレッシャーとは無縁だった。

（今夜こそ一歩を踏み出します）

（もう何度も前振りしてるけど、そのたびに失敗してるけど）

（でも今回は本当。ガチです。三度目の正直です。結果出します。公約を守ります）

　開会のあいさつがスピーカーから流れる中、サクラは意い気き軒けん昂こうだ。

　服装にミスはないだろうか？　やはり浴衣を用意すべきだったか？　──どちらでもよい、短時間でやれるだけのことはやった。完璧なんてそうそう見込めるものじゃないのだ、ここまできたらあとは現場の判断、実戦あるのみ。

　覚悟はあるのか？　本当に後悔はしないのか？　──そんなものは後世の歴史家にでも判断させればいいこと、当事者は目の前にあるタスクを必死にこなす、それしかできない、それだけ考えていればいい。百パーセントの計算を立てたつもりでも、いつだって予想外のことに振り回される、それが人生だ。




　ひゅるるるる

　どんっ




　最初の花火が上がり、ギャラリーの視線が一斉に空を向き、夜空に花が咲いた。

　おおお～、どよめきが会場に満ちる。拍手がそこかしこで湧く。

　ＢＧＭはない。ひゅるるる、どんっ、ぱぱぱん。花火が自ら立てる音が不思議なリズムを持つ音楽そのものだ。ひゅるるどん、ひゅるるるどん。次々と上がる、赤、青、紫、緑。真っ黒なカンバスに、七色の彩りが虹をかける。

「きれい」

　自然と声が出た。

　自分の口から出ている声だと認識できないくらい、それはその場にいた誰しもが抱く感情であり、感情の表現だった。会場のどこかで夜店を冷やかしたり、浜辺でじゃれている友人たちもこの瞬間、きっと同じことを思い、同じことを口にしていたに違いない。

　頭の中のもやもやが全部ふっとんだ。

　宮みや本もとサクラは根がシンプルにできている。良くも悪くもだ。ミッションの件はもちろん忘れていないが、こんなシチュエーションでこんなものを見せられたら、心を盗まれる。見入ってしまう。自然と笑顔がこぼれる。

「ヒカル、ヒカル」

「うん」

「ね、ね、きれいだね。すっごいきれい。見て見て」

「うん。見てる」

　くいくいとヒカルの袖を引く。

　花火を指さし、瞳を輝かせる。

　無我夢中。

　幼なじみにして恋人である少年もまた、自分と同じように花火を喜んでいると、信じて疑わない。
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　ゆえにサクラは悪くないのだ。

　こんなシチュエーション、夢中にならない方がおかしいのだ。年ごろの少女が、好きな相手とふたり並んで花火デート。少しばかり注意力が散漫になったところで誰も責められない。

　サクラは気付かなかったが、この時すでに変調があった。

　ヒカルが胸元に手を当てている。

　花火を見上げる表情はいつもの笑顔、コメントがざっくり短いのだっていつものこと。だけどほんのり額に汗をにじませ、ルーン文字が浮き出た場所をそっと押さえている姿は、いつもと何かが違う。

　普通なら気付かない。汗をにじませているといっても暑い日の夜だ。胸元だってずっと押さえ続けているわけじゃない。声にちょっと力がないが、花火の轟ごう音おんと群衆の歓声の中、普通なら気付けるものではない。

　それでも、いつものサクラならきっと気付けた。

　気付いて、泡を食って、慌てふためいて、それでも何かしらの行動に出ていただろう。吉と出るか凶と出るかは別にして──いや、少なくともマイナスに働くことはなかったはずだ。大おお神がみヒカルは存外、自分がピンチの時に人を頼らないタイプである。やせ我慢もする。何があっても顔にほとんど出ない。

　だからサクラだけだったのだ。そばにいる誰かの中で気付けたのは。

　そのサクラが気付かなかった。

　ゆえに事態は進行する。一時間弱の花火大会は、その半ばで小休止を迎えた。




『あーあーあー……えー会場の皆様』

　花火の余韻と白煙が満ちる中、アナウンスの声が響く。

『ここでメッセージ花火の紹介をさせていただきます。平塚市よりお越しのＵ・Ｙ様からのメッセージ。【由美ちゃんへ──僕たちが出会ってから三年が経たちました。出会ったあの日も熱海あたみの花火大会でしたね。何だか色んなことが起きたこの三年間、いそがしくてあっという間だったように思います。赤の他人同士だった僕たちは、あれから恋人同士になり、夫婦になり、そして今年は可愛かわいい赤ちゃんにも恵まれました。こんなにすべてが順調にいってるのは、熱海の温泉の効能かな？　これまでも、これからも、僕はずっとあなたのことが好きです。いつまでも一緒にいてください。愛してるよ】』




　ひゅるるるる

　どんっ




　花火が一発、夜空に舞う。

　──ひゅ～う！

　あちこちで指笛が鳴る。歓声も湧き、拍手も起こる。

「えーちょっと何!?」

「マジ超ウケるんだけど！」

「でもよくない？　よくない？」

「めっちゃいい～！　ウチもあんな告白されてみたい～！」

　近くにいたギャルっぽい子たちがきゃっきゃしている。甘々のベタベタだが、普通にやったらドン引き必至の文面も、この空気感なら許容範囲か。

（いや！　むしろ積極的にアリでしょ！）

　サクラはぐっと拳こぶしを握る。

　甘々のベタベタで何が悪い。恋する乙女という人種を舐なめてもらっては困る。箸が転んでもおかしい年頃は、ちょっとした刺激で胸キュンできる年頃でもある。旅先の温泉地で見る花火に特別なメッセージとくればなおさら。




『えー、それでは次のメッセージ花火です』

　一息おいて、アナウンサーが司会進行を続ける。

『小田原市よりお越しのＲ・Ａさんから。【洋介さんへ──毎年この時期になると、ふたりで一緒に熱海あたみまで花火を見に来ましたね。わたしは今年も花火を見に来ました。友達が誘ってくれたけど、でも今日はあなたのことをゆっくり思い出しながら花火を見たくて、ひとりで来ました。洋介さんは今ごろ香港ホンコンでお仕事中でしょうか？　単身赴任中のあなたにはきっと、このメッセージは届かないと思うけど、電話じゃいつもケンカしてばかりで素直になれないから、ここで言います──いつもワガママばかり言ってごめんなさい。どうか身体からだに気をつけて、お仕事を頑張って。わたしはずっと待ってます。来年こそふたりで熱海に来ましょう】」




　ひゅるるるる

　どんっ




　花火が一発、夜空に舞う。

　──ひゅ～う！

　これまたあちこちで指笛が鳴る。会場は湧き、どこかしんみりした空気も流れる。

「うわー何その話」

「一いち途ずだよね」

「でもそういうのもイイ」

「切なすぎて泣ける。応援したくなるよね」

　と、こちらは背後に陣取っている妙齢のご婦人方からのコメント。メッセージの内容に、他ひ人と事ごとでは済まされないシンパシーを感じ取っているようだ。しんみりしていて、だけど暗い雰囲気はない。恋愛映画で感動した後みたいな甘酸っぱい感情が、彼女たちに芽生えているのだろう。

　それはサクラも同じであり、場の空気も同じだ。

　花火はお祭り、多少のことは大目に見られがち。温かく応援するコンセンサスのようなものが支配的になっている。

　いい流れだ。

　ここでノルンが用意した、サクラのメッセージ花火が打ち上げられれば？

　かなり高い確率で祝福ムードになる。しかもここまでのメッセージは、いずれも大人のメッセージ。肉体の関係は持っていて当然、問題は遙はるかその先──つまりえっちなことをしているのは前提ということになり、ここに晴れて因果の逆転が成立、『メッセージ花火を上げる』ということは、『サクラとヒカルはすでにそういう関係にある』という未来が逆説的に証明されるのだ──という、訳の分からない理屈がサクラの頭を駆け巡る。

　なんにせよチャンス到来。

　ここでサクラのメッセージ花火の順番が回ってくるなら完璧。

『それでは最後のメッセージです。東京都よりお越しの宮みや本もとサクラ様から』

　来た。

　まさにドンピシャ、おそらくノルンの計らいだろう、きっちり流れを計算してこの順番を配置してくれたに違いない。感謝感激だ、この雰囲気と流れなら間違いなく成功する。ヒカルへの誤解しようがないアピールであり、奥手なサクラの背中を強烈に押してくれるダメ押しの一撃にもなろう。

　果たしてノルンはどんなメッセージを用意してくれたのか──




『ヒカルへ。今夜、あたしの初めてをあげます。ホテルの特別室を用意しているので、花火大会が終わったらすぐに部屋へ向かいましょう。今日という今日こそは、えっちなことをするまで寝かしません。寝たら叩たたき起おこします。だいじょうぶ心配しないで、精力剤のドリンクはたくさん用意しておきました。初めてのことだからどうなるかわからないけど、ふたりで頑張りましょう。何度も言うけど、今日という今日は絶対にえっちなことをします。するまで東京には帰りません。というわけで今夜はよろしくお願いします』




　ひゅるるるる

　どんっ




　花火が一発、夜空に舞う。

　どっ、と会場のあちこちが湧く。今日いちばんの反応。

「マジかよド直球！」

「宮みや本もとサクラちゃんいいね！　そういうぶっちゃけ嫌いじゃないよ！」

「応援してるぞー！　ハッスルしろよー！」

「ていうか、ああいうメッセージってアリなの？」

「前代未聞？」

「実行委員会もよく通したな」

「動画撮ってるから後でネットに上げよっと」




　……なにやらウケていた。

　一方でサクラはずっこけていた。

（いやいやいやいやいや！）

　声にならない声で彼女は叫ぶ。

　なんなのだ、一体なんなのだあのメッセージは!?

　羞恥プレイの一種か？　それとも公開痴女告白大会か？　直球と言えばまだしも聞こえはいいかもしれないが、いくらなんでもぶっちゃけすぎではないか。というか事務的すぎる。一体どこの業務連絡だ。大事な『初めて』に挑もうとしているのにどんだけ色気がないのか。そもそもウケを狙いたいわけじゃないし、むしろウケてしまったら逆にそういう雰囲気にならないんじゃないかという心配が──これまで何度かチャンスがあっても掴つかみきれなかったのはそういうパターン──




「ていうかさ、もうヤるしかないな宮本サクラちゃん」

「あのメッセージを出しといてヤらない、ってことはないでしょ」

「さすがに後には退ひけないよな」

「そもそも彼氏が放っておかないだろ」

「だよな。女の子にあれだけ言わせといて何もしなかったら男じゃねえ」

「不能だよ不能」

「おーい彼氏くーん！　ちゃんとヤってやれよー！　ゴムならプレゼントするからー！」




（……とはいえ、なんだかヤらないといけない雰囲気になっている！）

　前後左右、あちこちから聞こえてくる野や次じやら感想やらを耳にして、サクラはオーマイゴッドと頭を抱える。乙女の理想とは程遠い、むしろ理想の真逆だが、しかし流れは確実に来ている。自分用のメッセージを聞いた時は『なに考えてんのよノルン!?』と顔が真っ青になったけど、何だかんだで腐っても女神、時と運命を司つかさどる彼女はここまで見越してさっきのメッセージをチョイスしたのだろうか。




『以上をもちまして、メッセージ花火の紹介を終了します』

　ふたたびアナウンスが流れる。

『引き続き花火大会をお楽しみください。ここからは本日のハイライト、スターマインです。一夜限りの夢の競演、最後までごゆっくりご覧ください』




　そして再び花火が始まった。

　ひゅるるるる

　どんっ

　ひゅるるるる

　どんっ

　まるで夜の花園だ。

　この瞬間まで力を溜ためていたのだ、と言わんばかりに火花が乱れ咲く。

　その美しさに観客は皆、一様に夜空を見上げ、かえって言葉少なに乱舞を見守る。

　メッセージ花火は良いタイミングだったかもしれない。あの〝箸休め〟があったからこそ、ラストを飾るスターマインが映えるのだ。

　そして今こそ本当の勝負どころ。

　ここに至るお膳立て、あるいは伏線を、結果に結びつける。そのための最後の一押しが必要だ。

　拳銃を用意し、弾丸を詰め込むのは他人に任せても、引き金を引くのはサクラ自身。

　それが恋の最低限。

　乙女の端くれとしての、譲れない矜きよう持じ。

「ねえヒカル」

　観客が一様に夜空を見上げる中、サクラは俯うつむきがちに。

　ヒカルが着ているシャツの裾をぎゅっと握り、赤い顔で、つっかえながら、

「あ、あ、あ、あのね、そのさ。ええとね、もしも、もしもなんだけど」

　さすがに理解している。

　ここが天王山であり、桶おけ狭間はざまであり、川中島だ。

　あらゆる状況は整っている。このタイミングで何のアクションも起こせなければ、さすがに未来はない。

　交際を始めてまだほんのわずかなのに早くも倦けん怠たい期き、仲は良いかもしれないが何も進まない、何も変わらない、まるで熟年夫婦のような関係になってしまいかねない。

　事実、その恐れはあるのだ。

　ほとんど生まれた時から知り合って十数年、期間だけ数えればいつ『それ』が訪れてもおかしくない状況である。付き合うのだって、『女神ノルンの登場』『オーディンの生まれ変わりという事実が判明』などのトピックスがなければ、恐らく成立していなかったはずなのだ。サクラとヒカルの関係はある意味で完成しているが、完成はすなわち、その先が何もない、ということでもあるのだから。

　サクラとヒカルはここで終わり。

　ぬるま湯のような関係のまま、ある意味では付き合う前と何も変わらないまま、ふたりはこの先ずっと続いていくのかもしれない。付かず離れず、でもずっと仲は良くて、周囲の人たちからは満ち足りて見えるような、何なら理想のカップルとしてレッテルを貼られ、モデルケースのひとつとして祭り上げられるような、そんな結末を迎えてしまうかもしれない。

　それでもいい？

　だって幸せなのでは？

　世間様の基準で言ったら、今のままでも贅ぜい沢たくすぎるのでは？

　この先へ進もうとしたら、せっかくの完成された関係が壊れてしまうのでは？

　守りに入るのだって立派な戦いだ。今あるものを大切にする、欲張らず身の丈を超えず、手に届く範囲の恩恵を精一杯に受け取る。それの何が悪い？

　そう、このままでいい。

　むしろこのままがいい。

　だって幸せなのだから。

　だって完成されているのだから。

　高みを望めば足元をすくわれる。太陽を目指して墜落したイカロスのごとき愚をここで冒おかすことはない、冷静に考えよう、こんな流れで、しかも人任せのセッティングで、それで結果を出して意味があるだろうか？　宮みや本もとサクラと大おお神がみヒカルには、もっとふさわしいカタチがあるはず、ここは勇気ある戦略的撤退を選択して、いつの日か捲けん土ど重ちよう来らいを期するのが最善なのではないか、




　──否いな。

　否、否、否！




　サクラは首を振る。

　迷いを振り切る。弱気の虫を蹴り飛ばす。

　このままではよくないのだ。変わらねばならない、進まねばならないのだ。

　己に活を入れる。

　勢いに任せて口を開く。

「あのさヒカル！」

　乱れ咲く花火。

　宝石をちりばめたように夜空を舞う、色とりどりの火花。

「もしその、嫌じゃなかったら、なんだけど！」

　今日こそ言う。

　明確な意思表示を、する。




「今夜あたしを！　抱いてください！」




　言った。

　だけどまだ足りない。




「抱くっていうのは、抱っこするっていう意味じゃなくて！　いやそれも大歓迎なんだけど、でも誤解とか、勘違いとか、そういうのされたくないからもっとハッキリ言うけれど！　えっちなことをしてください、っていう意味だから！　大人の関係になろう、っていう意味だから！　万が一でも別の意味に受け取られたら悲しいから、そこはちゃんと言っておきます！」




　念まで押した。

　具体的な単語だけは、自称・乙女のたしなみとして言わなかったが、これだけ意思表示して勘違いされることはないはずだ。

　ついに、伝えたのだ。

　ぎゅっと手を握る。言ってしまってから顔が熱くなる。

（でも言った！　とうとう言った！）

　間違いなく大きな前進だ。間違えようがない意思表示。あとはヒカルの反応を待つのみ。

　一秒。

　二秒。

　三秒。

　判決文が読み上げられる時みたいな緊張が全身を蝕むしばみ、震えを抑えるだけでも必死。

　こんな緊張、とてもじゃないが長くは保もたない。早く答えがほしい。この際たとえ返事が『ノー』であっても恨みごとは言わない。とにかく解放されたい。さもなくば何もかも爆発してくれと思う。いっそこの身ごと四散してくれれば、この居たたまれなさから抜け出せるはずだから。

　四秒。

　五秒。

　六秒。

　……さすがにおかしい、と気付いた。

　大おお神がみヒカルのことはよく知っている。

『あー』とか『うーん』とか『そうだねえ』とか、たとえその程度のふわっとしたものであっても、彼は何かしら反応は示すタイプだ。よほどのことがない限り、沈黙という選択は採らない男なのである。恋人から身体からだの関係を求められるのは〝よほどのこと〟ではあるが、でもヒカルならこのパターンの場合、絶対にコメントはする。

　なのに何もない。何な故ぜ？

「ヒカル……？」

　今さらながら見上げた。

　大切なことを伝えた相手。これからもずっと大切な恋人。

「ヒカル？　どうしたの？」

　どこか遠いところを彼は見ていた。

　目つきがおかしい。花火を打ち上げている防波堤に視線を向けているように見えてその実、もうもうと上がる煙のさらに向こう、暗い海が横たわるその先を見据えているような。街の灯あかりが届かないその先は、何も見えないはずなのに。

　それと意識。心ここにあらず。呼びかけても返事がないばかりか、そもそもここに立っているのにここに居ないような、そんな空気を感じる。事実、おそらくサクラの呼びかけは彼に届いていない。

　そして極めつき。

　胸元のルーン文字。

　心なしかシャツの下から、ほんのりと光を放ってはいまいか。次々と打ち上がる花火の明滅に隠れて目立たないが、明らかに発光している。わりとハッキリ浮かび上がっている。北欧神話において特別な意味と力を持つ記号が、夏の夜の蛍みたいにうっすらと、しかし確かな質感をもって存在を主張している。

　宮みや本もとサクラ、こう見えていざという時の切り替えは早い。

　恋愛絡みのことはおしなべて調子っぱずれなのに、現実的なピンチには鋭く反応する。

「ヒカル。どこか調子悪い？」

「…………」

　反応がない。

　暗い海の向こうに視線を向けたまま、しかしその瞳は何も映していないまま。

「だいじょうぶ？　救急車呼ぶ？」

「…………」

　やはり反応がない。

　心ここにあらず──というレベルではなく、まるで中身が消えてしまったような。仏作って魂入れず、という言葉がぴったりというか。

　おどろきと後悔は一瞬。

　サクラは無言でスマホを起動した。まずはノルンへ連絡、それから救急車。そのあとは脈拍と呼吸の確認？　横になれる場所に移動して休ませる？　それとも──




「わー、すっごーい！」




　不意にそんな声が聞こえてきた。

　声の方に視線をやると、両親と子供の三人組。

　父と母に挟まれて花火を見上げている幼稚園児ぐらいの子供が、夜空を指し示して騒いでいる。「花火の中になんかおっきいのがいたよ！　ねえねえあれってなに!?」

　悪い意味でピンと来た。

　花火、そしてもうもうと立ち上る煙に目をこらす。

　……なんだかおかしくないか？

　戦争でも始まったかのような猛連射で花火を打ち上げているのだ、もちろん煙は上がる。だがそれにしても煙の量が多すぎる。そこそこ離れた場所にある防波堤から花火は打ち上げられているが、普通は観客席へ届く前に夜空に消えてしまうものだろう、煙というものは──なのにサクラのところまで届いている。まるで深山幽谷に流れる靄もやのようにまとわりつき、ゆっくりと視界が悪くなっていくのがわかる。

　というより、これは本当に煙なのか？

　これだけ会場全体を満たしつつある割に、さしたる刺激臭がない。咳せき込こんだり、目にしみてもおかしくないだけの煙なのだ──否いな、やはりただの煙ではあるまい。

　そう考える確たる根拠を、次の瞬間、サクラは目にすることとなる。

　例の幼稚園児ぐらいの子供が指さしている先に、釣られるように視線を向けて。

　サクラはあんぐりと口を開けた。





　　　　†






　時計の針を少し戻す。

　現時刻は、夜の八時四十五分。

　フィナーレを飾るべく、これでもかと花火を乱舞させている最終盤。

「……何も見えないぞ？」

　と言ったのは、両親と子供の三人組、その中の父親と思おぼしき男性だ。

「花火と煙だけだなあ見えるのは。ママは何か見える？」

「なーんにも」

　母親らしき女性が首を振る。

「ママもぜんぜん見えない。ねえマー君、どこに何が見えたの？」

「あそこだよあそこ！　空！　なんかでっかいの！」

「そう言われてもなあ。パパは何も見えないなあ」

「ママも見えなーい」

「えー!?　ホントにいたのに！　ちらっ、ちらっ、て！　なんかおっきいの！　ホントに見えてたのに！」

　子供はなおも主張する。

　地団駄まで踏んで、自分は嘘うそをついているわけではないと、両親に理解してもらうべく、彼なりに必死のパフォーマンスで言い続けている。両親は「そうだねえ」「きっと見えたんだよマー君には」などと『理解ある大人』の態ていでニコニコ頷うなずき、困った主張を続ける息子を赤ん坊のようにあやしにかかる。

　だが少年よ──とサクラは思うのだ。

　その心映えやよし。見えたものは見えたのだと、誇りを持って指摘せよ。王様がハダカであることを指摘できるその無邪気さこそが、世の中の閉塞感を吹っ飛ばす破は城じよう槌ついとなるだろう。

（……なぜならあたしにも見えたからな！）

　そう確かに見た。

　花火と煙の合間、あたかも真夜中の蜃しん気き楼ろうのように、それは現れてすぐ消えた。

　おぼろげな輪郭。軟体動物のように揺らめき、ほのかに発光する身体からだ。

　雲を衝つく巨大な姿。

　と、その時。

　起動していたスマホに着信のお知らせ。

『もしもしサクラっち？』

　ノルンだ。

　ナイスタイミング。説明抜きで本題に入る。

「ノルン、緊急事態。ヘルプお願い」

『たぶん無理。こっちも緊急事態だし』

「どういうこと？　ていうかノルンも見た？　なんか巨人が出たんだけど、あれってヤバいやつだよね？　それとヒカルがちょっとおかしくて」

『うん。だいたい状況は把握してる的な』

「だったら今すぐこっちに──」

『いや無理だし。実はそっちの世界にいないし』

　そっちの世界にいない？

　何それどういうこと、と訊きく前にノルンが先んじて、

『まあざっくり言うと、ウチは仮想ラグナロク空間で巨人の本体を抑えてる的な。でも色々あって抑えきれなくて、その影響がそっちの現実世界にも現れてるっていう。サクラっちが見た巨人は、いわばこっちの巨人の写し身の姿。仮想だったはずのラグナロクが、ガチのラグナロクとして顕現してる状態』

「え？　なんかよくわからないけど、ヤバいんじゃないのそれ？」

『うんヤバい。なので、ヒカルっちをそっち側に引き戻してほしいし』

「えええ？　いや話がよくわかんないんだけど」

『ウチも何でもかんでもわかってるわけじゃないんだけど、ヒカルっちのそれはたぶん、対巨人用の緊急プログラムだし。状況によってオートで起動して、巨人をやっつけちゃうために用意されたもの的な』

「うん。なんかもっとよくわかんなくなった」

『ウチもよくわかんないし。オーディン様のプログラムだから』

「えーと、とにかく緊急プログラムってことは、あのデカいのをどうにかすることができる、ってことだよね？」

『うん。そうなるし』

「ヒカルがどうにかする？」

『うんうん』

「つまりこのまま放っておけば、そのプログラムとやらでヒカルが巨人をやっつけちゃって、とりあえず解決する、って理解でよい？」

『うん。その理解でよいし』

「なんだ。じゃあそんなに焦ることないじゃん」

　サクラはホッと胸をなで下ろす。

　そういうことなら大過ないではないか。

　あの巨人──おそらく海からやってきて、徐々に実体化している──が上陸して暴れ出す、というなら焦りもするが、放っておいても解決するなら安心だ。

『いや焦ってもらわないと困るし』

　電話の向こうでノルンが否定する。

『なんでかっていうと、たぶんオーディン様のプログラムは細かいところまで考えて運用されてないし。この規模の巨人、この規模の歪ゆがみを強引に解決するためには、一発でかいのをかまして消滅させるしかないし。そうなったら熱海あたみぐらい軽く吹き飛ぶし』

「……え？　なんですと？」

『このままだと熱海が丸ごと消滅する、的な』

　まじですか。

　サクラの顔がひきつる。

　昼間のうちに堪能した楽しい街、その街に住む人たち、観光客、今こうして花火を見上げている見物人。ぜんぶまとめて消し飛ぶ、ということか。

　むろん、一緒に旅行に来た友人たちも全員。

　ヒカルの隣に立っているサクラ自身もまた。

「……まじですか」

『まあでも、結局のところミッションは変わらないし』

　最悪の事態を説明しながらも、ノルンの口調はいつもと変わらない。

『サクラっちがヒカルっちにエロいことする。それが熱海旅行のそもそもの目的で、世界を滅亡から救うための方法だし。早くしてプリーズ、マジ一秒でも早く、って状況に変わっただけだし』

「まあうん、それはそうかもデスガ。いやこの状況でそう気楽なこと言ってられないでしょ──って言ってるあたしも危機感足りないかもだけど。でもとにかくもう、いきなりすぎるというか、現実から非現実へのギャップが大きすぎるというか」

『そんなこと言ってる場合じゃないし。こうしてる間にも、巨人はそっち側への影響力を強めてるはず的な』

　言われて夜空を見上げる。

　どんっ、と花火が上がり、ぱぱぱぱんと火花がはじけ、煙のような靄もやのような白い幕がいっそう濃くなり、その合間に今まさにチラッと見えた。

　のっぺりとした輪郭の、いささか半透明気味な、巨大な何か。




「……あれ？　なんか見えた？」

「なんかって何が」

「いやなんか、ヘンなでっかいのが──」




　見物客のそんなやり取りも聞こえる。

　もはや待ったなし。心拍が速まるのを自覚しながら、サクラはそれでも問う。

「ていうかさ、素朴な疑問なんだけど」

『なんだし』

「今のヒカルってちゃんとした意識がないっぽいけど。この状況でえっちなことして、ちゃんと意味あるの？」

『そこは正直よくわかんないし』

「えええー？　それってさ、いざやったとしても何の効果もなかった、っていうオチが待ってるかもしれない、ってこと？」

『まあ可能性はゼロじゃない的な』

「いやいや、それはちょっと、ねえ？　この期に及んで、とか怒られそうだけど、それ言われちゃうと、ねえ？」

『確かに言えることがひとつあるし』

　いつもと変わらない口調。

　それでもノルンはざっくりと本質を突く。

『このままだと、そもそもエロいことするチャンスが永久に来なくなるかもしれない、ってこと。何もしないまま世界が滅びたら──滅びないまでも死んじゃったり、これまで通りの付き合いができなくなったりしたら、サクラっち自分を許せる？』

「…………」

　二の句を継げない。

　そんなことになったら、たとえ百回生まれ変わっても後悔する。ぜったい地縛霊か何かになって現世をさまよう自信がある。

「いやいや。でもさ。それでもさ」

　たとえやるべきことが分かっていたって、道が一つしかないと知っていたって、それでも割り切れないことはある。いかにヘタレであり、ここまで引っ張りに引っ張って、いい加減にしろと頭を叩たたかれたって、通せない道理はある。

「ねえねえノルン。物は相談なんだけどさ」

　遠慮がちにサクラは言う、

「いや今さら何いってんだ、って突っ込まれたら、ホント何も言い返せないんだけどさ。逆の立場だったら向こうずねを蹴っ飛ばしてると思うけどさ。何というかこう、他に方法はない？　何かしら冴さえたやり方っていうかさ」

　……。

　…………。

　………………。

　返事がない。

　反応すらない。スマホの向こうから気配を感じない。

「ノルン。ちょっとノルン？　おーい」

　耳に当てていたスマホの画面を見る。

　通話が切れていた。

　ちょっと待ってこんなタイミングで!?　とあやうく叫びかけたが、彼女あるいは彼女たちは、仮想ラグナロク空間とやらにいるのだという。むしろ普通にスマホで会話できていた事実こそが彼女たちの神性を証明しているわけで、通話が途切れたということは愛想を尽かされたかのっぴきならぬ状況に陥ったかのどちらかで、何にせよさらなるピンチに陥ったのはごまかしようのない事実で、

「……こんな状況で、かあ」

　スマホを仕し舞まいながらサクラはボヤく。

　状況はいよいよ煮詰まってきた。巨人はもう目をこらすまでもなく視認できる。恐らくサクラはかなり早い段階で見ていた方で、カタストロフィが一刻一秒ごとに迫ってきている今、巨人の姿を視認できる人々の数もまた、一刻一秒ごとに増えている。




「動画アップできる？」

「ダメだ。なんかノイズしか写ってない」

「警察に連絡は？」

「え、花火は中止になるの？」




　そんな周囲の声。

　まだしものんきなことを言っている範はん疇ちゆうだろうが、不安が恐怖になり、恐怖が恐慌にまで育ったら──誰かがその引き金を引いてしまったら、たちまち大惨事になってしまうだろう。否いな、もとよりあの巨人が本格的に実体化し、上陸してしまえば、大惨事では済まなくなる。

　そしてそんなことを考えているサクラもまた、のんきな部類に入ってしまうのだろう。むしろ状況を他の人たちより把握している分、余計にタチが悪い。まして彼女の両肩には世界の運命が懸かっているのだ。

　まことに不本意ながら。

　分不相応で、まったくありがた迷惑ながら。

「……あたしはまっとうに恋愛したいだけなんだけど、なー」

　ボヤく。

　思えば長い一日であった。

　熱海あたみの駅に降り立ったのは、ほんの半日前のこと。

　スマートボールに興じ、射的ゲームに没頭し、好きなだけ買い食いする街歩きは楽しかった。女子メンバーで温泉に入るのも忘れられない経験になったし、女体盛りの件は一生消えない傷跡を残していった。

　そして夜の花火大会。

　サクラにとって一世一代の告白。お約束と言うべきか、どうやらヒカルには伝わってなかったようだけど、それでも確かに言った、伝えた。

　思いの丈を言葉にすることができた。

　外的要因に追い込まれた結果であって、不本意には違いないけれど。だがそれでもちゃんと口にすることができたのだ。

　あなたのことが好きですと。

　あなたとの関係を前に進めたいですと。




　ぐおおおぉっぉぉぉぉォォォぉ───！




　その時だった。

　打ち上げ花火の爆音に混じって、爆音にも勝る咆ほう哮こうが聞こえてきたのは。




「え、なになに？」

「なんか聞こえなかった？」

「花火だろ」

「いや花火じゃないだろさっきのは」

「運営本部のスピーカーがぶっ壊れた？」

「いや、さっきの音は海の方から聞こえた」

「ていうか……なんかでっかいモノが見えなかった？」

「巨人？」

「え、オマエも見えてたの？」




　その音は、多くの見物客の耳に届いたようだ。

　たぶんおそらく、巨人の姿そのものよりも、ずっと多くの人たちの意識が受信していた。

　さらに、ずん、と地響き。

　同時に、ざぱあっ、と沖の方で水しぶきが上がる。巨人の足だ。いよいよ実体化を果たしつつあるらしい、千年を生きた巨木をいくつも束ねたような棒状の塊が、上がり、下がり、そして海面を叩たたき付つけた衝撃の、その驚くべき結果だ。

　結果、すなわち目に見える事実こそが、否いや応おうなしに人々を動かす。

　ハッキリと空気が変わった。

　その場が、見物客たちが、揃そろって凍りついたのがわかる。

　今この瞬間、パニックが起きていないのは奇跡のようなものだ。ひと呼吸かふた呼吸か、いずれにせよ次の瞬間になれば間違いなく、そのきっかけをどこかの誰かが作る。作ったが最後、戦場さながらの叫喚が夜の熱海あたみを覆い尽くす。

　そしてきっと、戦場どころの騒ぎではない、本物の地獄が、近辺一帯に現出する。

　その程度で済めばまだ御の字。地獄は日本中に、世界中に広がり、夜の海岸でささやかな恋の物語が綴つづられていたことなんて、痕跡すら消きえ失うせてしまうかもしれない。




「まっとうではない、かもしれないけど」




　言いながらサクラは隣を向く。

　ヒカルは相変わらずどこかにトリップしている。この騒ぎで誰も気付いてない、あるいは気に留とめてもいないが、シャツの下に浮かんだルーン文字の徴しるしは、今やスターマインの明るさでさえ覆い隠せない輝きを放っている。このまま何もしなければ必ず何かが起きる、と確信できる程度には、その光は強く眩まぶしく、あたかも太陽のように──つまりは地球上の都合なんてお構いなしに、見る者をぞくりとさせる威圧を湛たたえている。

　待ったなし。

　間違いなく確信できる。

　何もしなければ、何もかもが終わる。




「追い詰められて、かもしれないけど。不意打ちっていうか、正々堂々とはちょっと違うかもだけど。でもこれはあたしの本当」




　ヒカルとの身長差は少ししかない。

　花火を見物する時みたいに、高いところを見上げなくていい。

　それでも少しだけ踵かかとを上げて、うっかり決意を翻してしまわないようにがっちりと両腕を首に巻き付けて。

　最高にいいシチュエーションで、なのにロマンチックさには最悪に欠けるけど。




　キスをしたのだ。サクラは、生まれて初めての。
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幕間







「……と、いうわけで！」




　ぽん、と手を叩たたいてサクラは話を締める。

「晴れてあたしとヒカルは結ばれたのでした！　めでたし、めでたし！」

「いや全然めでたしじゃないし」

　べしっ、と手刀をサクラの胸元に入れて突っ込みを入れたのはノルンだ。

「ヒカルっちとエロいことをして、ってウチちゃんと言ったし。ヒカルっちの煩悩を解放することが世界を滅亡から救う可能性が高い、もっとも手頃で確実な方法だって、ウチは何度も言ったし」

「いやいやノルンさん、そうは言うけど考えてみてよ」

　突っ込まれてもサクラはめげない。

　テンション高めな手振りと身振りで自説を展開する。

「正直あたし、やれることはだいぶやったと思うんですよ。女体盛りですよ女体盛り？　これまでとは違って、ちゃんと具体的な行動にしてアッピールしているわけですよ。むしろちょっと身体からだを張りすぎじゃないですかね？　半歩間違えたら乙女失格というか、どん引きされるというか、むしろ手遅れの可能性すらあると思うんですが。やっぱいま考えても女体盛りはやり過ぎだったと思います」

「うんまあ。かなりきわどいレベルだったのは、ウチも認めるし」

「正直、あれでヒカルに振られるみたいな展開になってたら、ノルンを一生恨んでたね」

「そういうことにはならない、って話はあらかじめしてるし。ヒカルっちはそんなちんけな器の男じゃない的な」

「まーね！　いい男だからねヒカルは！」

「それにキスまでいった点については、ウチも評価してるし。エロの範はん疇ちゆうまで進んでくれないとヒカルっちの煩悩に影響してくれないけど、それでもステップってものはあるし」

「だよね！　だよね！」

「サクラっちの方からキスした、っていうのも大きいし。ヒカルっちからキスされるよりも倍の価値があるとウチは思うし」

「でしょ！　でしょ！」

　調子に乗ってきた。

　両手をほっぺたに当て、にやにやしながらサクラは自画自賛する。

「ていうかキス！　ですよ！　チューですよ！　唇と唇ですよ！」

「うんうん。マウストゥマウスだし」

「長年夢にまで見てきたキス！　ついにやっちゃいました！　夢じゃないよね!?　あれって現実だったよね!?」

「うんまあ、ウチは直接見てなかったけど。確かにやったはずだし」

「ていうかいま思い出すと『ギャー！』ってなるんだけど！　ふにっとしてました、ふにっと！　唇がふにっと！　していまして！」

「うんうん。ふにっと」

「ヒカルって一応あれでも男の子だからさ、もうちょっとゴツゴツとかゴワゴワとかしてる唇かな、って思ってたんだけどさ！　ふにっと！　やーらかいのこれが！　ねえすごくない!?　すごくない!?」

「うんうん。すごいしすごいし」

「あと温かかった！　あたしよりちょっと温かかった！　あとね、ちょっとぬるっとしてた！　やーん！　ぬるっとって！　えっちくない!?　なんかえっちくない!?」

「うんうん。えっちいついでに、本当にエロいことまでしてくれたら、言うことなかった的な」

「そこは言いっこなしで！　ヘタレなあたしがキスまでしたんだからもっと褒めて！　褒めちぎって！　あたし褒めれば伸びる子なんで！」

　身体からだをくねくねさせて、サクラは悦に入っている。

　そんな彼女にノルンは「うんうん」と相づちを打つ。これがタクミであれば無言で頭を叩たたいているのだろうが、時と運命の女神はそういうことをしない。見た目はギャルっぽくても、あるいはどんな状況であっても、彼女はフラットな態度を変えない。過去と現在と未来、いずれに比重を置いても『ノルン』は成立しない。




「じゃあリクエストにお応えしてべた褒めするし」

「うんうん！　ぜひそうして！」

「サクラっちはねー、とにかくカワイイし。何がカワイイかっていうと、まずは顔だし」

「顔！　問答無用だよね！　一応モデルやってるんで、少しは自信あります！」

「それと身体。脚長くて胸おっきい。胸おっきいけど肩幅は広くない。もちろん腰は細い。お尻はほどよいサイズ感。正直ウチから見てもめっちゃエロいし」

「うひ！　身体も嘘うそをつかないよね！　正直すいません、生まれ持ったワガママボディに甘えて人生過ごしてます！」

「それでねー、性格もカワイイし。恋に一いち途ずだし、根っから明るいし、単純で一直線で、おだてられるとすぐ調子に乗るし」

「すいませんホントすいません！　性格までカワイイと、もう無敵ですよね！　いや怖いなー、完璧美少女のサクラちゃんが我ながら怖いなー！　……と思ったけど、なんか後半の方はちょっと悪口が入ってませんか？」
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「それは誤解だし。そういうのもぜんぶ含めてのカワイイだし。ていうか完璧な美少女なんてものは本質的にありえない的な。完璧は完成と同義で、完成ほど退屈なものもないっていう。隙があってこそカワイイはいよいよカワイイっていうか。甘いお汁粉にちょっとだけお塩を入れると甘みが引き立つのと同じ的な」

「なるほど納得！　いや参ったなー、そこまで褒められちゃうと、さすがのサクラちゃんも照れちゃうなー！　あ、ていうかこれが『おだてられるとすぐ調子に乗る』ってこと？　いやでも嬉うれしいものは嬉しいもんね！　しかも事実なんだから調子に乗るのも仕方ないっていうか！」




　うひゃうひゃと表情をだらしなくするサクラであった。

　そんなサクラをノルンはニコニコ見つめている。

　サクラの高笑いもほどなく止まり、「いやーそれにしても」と周囲を見回す。

　頭を掻かき、一転して困り顔になって、彼女は訊たずねる。




「ねえノルン」

「ういうい何だし」

「ここってどこ？」




　見慣れぬ場所であった。

　ひたすらだだっ広い空間に、見慣れぬ草花、見慣れぬ樹木。

　ごつごつした岩があちこちに露出していかにも大自然感がある一方で、あちこちに廃はい墟きよとなったと思おぼしき木造家屋、あるいは石造家屋、岩の柱、巨大でぼろぼろに崩れた石像などが散見されるにもかかわらず、どこにも人の気配はなく、生き物の気配もない。遠くに火の山や氷の山が見えて、時おり吹き渡るそよ風だけが、ここが『完全に止まった世界』ではないことを教えてくれる。

　あと、何かいろいろ浮いている。小島のようなものが上下左右いたるところに。

　ついでに重力にも逆らっている。傾いていたり、上下逆さまだったり。あまつさえひっくり返った小島には池のようなものが見えて、逆さのまま水を湛たたえていたりする。というかよくよく見ると、空があるはずの場所に海が見える。付け加えるなら、太陽らしきものも見当たらない。

　確実に言えることがひとつ。

　ここは熱海あたみの町じゃない。




「仮想ラグナロク空間」

　ノルンが答える。

「あんまり名前に意味はないけど、まあ名前を付けるならそういうことになる的な」

「はあ。仮想ラグナロク空間」

　オウム返しにサクラが答える。

　ふたりは無数に浮く小島のひとつにある、ビルほどの大きさがある壊れた石像の上で、並んであぐらを掻かいている。

「結論だけ言うと」

　呆ほうけた顔をしているサクラにノルンが言う。

「世界を滅亡から救うのに失敗したし。ここはゲームでいうところのタイトル画面みたいなものっていうか」

「え？　じゃあ熱海あたみは？　花火は？」

「んー。今となってはあまり関係ない的な。失敗したルートなんで」

「んあー……」

　やはりサクラは呆けた顔。

　しかしピンポイントで鋭かったりするのが彼女である。

「つまりアレかな？　ゲームは最初からやり直し、もしくはセーブしたところからコンティニュー、ってこと？」

「飲み込みが早くて助かるし。大体そういう解釈で合ってるし」

「いや訳が分からないんですけど。でも分からないなりに話を先に進めるのが得策とみた。状況が状況なんで」

「サクラっちのそういうところ、冗談抜きで美点だと思うし」

「え、じゃあこれまで褒めてくれた美点は冗談だったってこと？　……いやまあそういう突っ込みは置いといて、どこからコンティニューになるわけ？　数日前？　数ヶ月前？　それともずっともっと昔の時点から？」

「安心するし。『熱海に巨人が現れなかった』という前提から始めるし。花火大会は無事に終わって、みんなで楽しく一泊して、次の日に新幹線で東京に帰るところから、レッツリスタートだし」

「え、そんなところからでいいの？」

「ういうい」

「それって割とお得な気が。セーブしたところからコンティニューっていうか、イージーモードの状態で続きを始めるみたいに聞こえるんだけど……あっ、ていうかキスはどうなるの!?　ちゃんとしてたことになるの!?　それにあたしの告白は!?　ヒカルに必死こいてアプローチしたあの輝かしい記録は!?」

「残念ながらそのへんはなかったことになりマース。的な」

「がくーっ！」

　口に出して言いながらサクラは肩を落とす。

　なんということだろう。つまりすったもんだがあった熱海あたみ旅行は、単なる楽しい団体旅行ということでフィニッシュするのか。まあでもそれでよいのか。巨人がどうこうしたり、ヒカルの防衛機構がどうこうする結果よりは、ずいぶんマシな結果に思える。

「あ！　ていうことはさ！」

「なんだし？」

「女体盛りの件は!?　あれもなかったことになるの!?」

「いやならないし。女体盛りの事実は未み来らい永えい劫ごうに不変だし」

「なんでよー!?」

「単純にそこまで手が回らないっていう。そもそも今回の件はタダじゃ無理ってゆーか、いくらウチが時と運命の女神でも、ノーコストで奇跡が起こせるわけじゃない的な」

「あー。まあ。ハイ。そう言われると何も言い返せないです」

「というわけで、ぼちぼちリスタートを始めるし」

　ノルンが立ち上がる。

「サクラっちはイージーモードだって言うけど、そうでもないから気をつけるし。たぶん、いや間違いなく、『以前と何も変わらない』なんてことはあり得ないし。確実に何かは起こるし」

「え、ちょっと脅さないでよ。『何か』って何よ『何か』って」

「それはウチにもわからないし。ウチは神だけど万能ではない的な。出たとこ勝負、蓋を開けてのお楽しみっていう」

「んー、そう言われると何も言い返せないかー。こういう事態になったのはあたしのせいだ、って言われたら反論できないし」




　否いな。

　反論していいはずである。

　巨人が現れたり、世界が危機に陥ったり、それらが『ヒカルとエロいことしなかったせいだ』と言われても知ったことではないはずだ。恋愛はそれぞれのペースで進めるべき、人生における輝かしきイベントだ。ヘタレだろうと奥手だろうと個人の自由、第三者からどうこう言われる筋合いはない。

　少なくともサクラの主観からはそう見えるはずだ。

　でも彼女は何も言わなかった。

　なにゆえか？





第六話







「いやー！　ホンマ楽しかったわー！」




　翌日の新幹線。

　東京に戻る車内で、藤とう堂どうライタが総括する。

「スマートボールも楽しかったし、街歩きも楽しかった！　温泉もたっぷり楽しんだし、夕食のバイキングは腹が破れるくらい食べ尽くした！　なにより夜や夜！　女子の部屋にこっそりお邪魔するのは、やっぱ男のロマンやで！　いやホンマ楽しかったー！」

「別に追い返しても良かったんだけどな」

　長なが沢さわタクミがぶっきらぼうに言う。

「でもせっかくの旅行なのに、何もハメを外さないのもアレだろ？　女子部屋に男子が遊びに来る、ぐらいのイベントはあってもいいと思ったんだよな」

「タクミちーん！　自分のそういうところ、オレめっちゃ好きやで！」

「いい迷惑でしたけどね」

　仏頂面で返したのは蒼あお井いユカリだ。

「藤とう堂どうさんって全力のエロい目でこちらを見てきますし。万一のことがあったら事務所的にもマズいんですよ。ワタシのキャリア的にもマイナスでしかありません」

「まーまーユカリちん、口ではそう言うけど楽しそうにしとったやん？　修学旅行の定番イベントを楽しんだと思えば、決して損やなかったはずやで」

「そうよぉユカリちゃん」

　ライタの主張を、リキヤさんも後押しする。

「アナタ友達いないんだから、こういう時ぐらいはみんなでワイワイやらないと。アタシも若い頃に戻ったみたいでワクワクしたわ。やっぱいいわよね、団体の旅行で男子が女子の部屋に遊びに行くのって♡」




　藤堂ライタ。

　長なが沢さわタクミ。

　蒼あお井いユカリ。

　剛ごう田だリキヤ。

　帰りの新幹線は、この四人が相席である。

　そして通路を挟んだ二人席。




「いやー楽しかったねえ」

　大おお神がみヒカルもまた上機嫌だった。

　元よりいつもニコニコしている彼ではあるが、今日はいつにも増してニコニコ顔で、

「特に花火！　あれはすごかったなあ。あんなに近くで打ち上げ花火を見るの、僕は初めてだったよ。サクラも初めてだよね？」

「う、うん。そうね」

　ヒカルの隣に座っていたサクラはあわてて返事をする。

「どうしたのサクラ？　さっきからずっと窓の外を見てボーッとしてるけど」

「え、あ、うん。いやまあ、うん、何となく考えごとっていうか」

「旅行、楽しくなかった？」

「んーんそんなことないよ！　すっごい楽しかった！　いやホントに！」

「そう？　だったらいいけど。なんか奥歯に物が挟まったみたいな言い方してるような気がするなあ」

　鋭いですね、とは言えない。

　付け加えるなら、みんなが口にする熱海あたみ旅行の記憶と、サクラが識しっている熱海旅行の内容はちょっと違う、とも言えない。

「ねえ、あのさヒカル」

「ん？　なに？」

「アレってどうなった？　胸のルーン文字」

「えーとね」

　ヒカルはシャツの襟元を指でつまんで、

「相変わらずではあるんだけど、何か小康状態っぽい感じもするかな？　専門家じゃないんで確かなことは言えないけど」

「あ、うん、そうなのね。よかった。それはホントによかった」

「専門家といえばノルンだから、彼女に訊きいてみたいんだけどね。でも『諸事情により先に帰京しまーす♪』ってことで同じ新幹線に乗ってないんだよね。朝起きたらＬＩＮＥに連絡が入っててさ」

「うんまあ、そうね。残念だね。うん」

「世界が破滅する、みたいなことノルンは言ってたけど、とりあえず大丈夫そうかな？　でも何かヘンだよね、やっぱり。彼女だけ先に帰るって。何かあったのかな」

「あ、あのさヒカル」

　あせった様子でサクラは話題を変える。

「変なこと訊くんだけどさ、ヒカルってオーディンの生まれ変わりじゃん？」

「そういうことになってるね。ノルンがそう言ってるし。僕は自覚ないけど」

「昔の記憶とかもないでしょ？」

「神の権能もね。今のところ僕はフツーの人」

「だよね。ですよね」

「そんな話題をわざわざ持ち出してくるってことは、やっぱ何かあった？」

「あーうん。まあ……うん……」

　しばし迷うそぶりを見せてから。

　サクラはこう切り出した。

「いやまあね、どうせ隠しておけないだろうから言っちゃうんだけどさ」

「うん」

「あたしロキだわ」

「え？」

　ヒカルは首をかしげる。

　サクラはほっぺを掻かく。

「思い出したのよね。あたしはロキの生まれ変わりだってこと。ラグナロクでオーディンに──ヒカルに敵対した神様だったってこと」







[image: ]


　　　　†






　一夜の夢、幻に終わった一日。

　出発した時と同じく、一行を乗せた列車は波乱含みに、時速二百キロで突っ走る。





あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『宮みや本もとサクラが可愛かわいいだけの小説。』の第三巻をお届けいたします。





　　　　†






　とても不思議な文化だと思うのですが、ライトノベルというジャンルの本には、必ず『あとがき』が掲載されています。

　妙だとは思いませんか？

　出版の歴史において『ライトノベルの巻末にはあとがきを載せねばならない』というルールが明文化された過去があるわけではないにもかかわらず、ライトノベルの巻末には必ずあとがきが掲載されているんです。おかしな話ですよこれは。法的に定められているわけでもなく、当事者の合意をあらかじめ取り付けているわけでもなく、にもかかわらずあとがきが載るんです、載せねばならないんです。不合理な話ではありませんか、これは。




　ちなみに僕は、僕以外の作者が書くあとがきは大好きです。

　そしてお察しの通り、僕はあとがきを書くのが苦手です。

　人生ままならないね、というお話でした。不得手なことほどやらされがちなのって、割とあるあるですよね？





　　　　†






　以上、必死にページを埋めるあとがきでした。

　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。





２０１９年吉日　鈴木大輔







電子書籍特典　書き下ろし短編

サクラちゃんもしかしてシリーズ

【もしも宮本サクラの精神年齢が幼稚園児まで戻ってしまったら】





「ねえねえヒカル！」

「なんだいサクラ」

「えへへ……とーう！」




　宮本サクラ（精神年齢が幼稚園児で、身体は大人）は大神ヒカルに抱きついた。

　がしっ、と全力である。

　両手を首にまわし、身体を密着させて、肌と肌の接触面積を最大にすべく、力一杯すり寄ってくる。




「なんだいサクラどうしたの」

「えーっとね、えーっとね！」

「うんうん」

「あたし、ヒカルのこと、好き！」

「そっか。僕も大好きだよ」

「ねえねえチューしよ、チュー！」

「はいはいわかったよ。そーれっ（ちゅっ）」

「ちーがーうー！　ほっぺじゃなくてくちびるに！　ちゅっ、だよ！」

「いやあ、そう言われてもなあ。いきなりはなあ」

「くちびるにちゅー、いやなの？」

「嫌ではありませんけど」

「じゃあサクラはやさしいからゆるしてあげる！　そのかわりにおっぱいをもんでください！」

「いやいや何を言い出すの。完全に痴女の発言だよそれ」

「ちじょ、ってなーに？　サクラ、子供だからぜんぜんわかんなーい！」

「わからないなら知らないままでいいんだよ。とにかくおっぱいは揉まない。揉みたくないわけじゃないけど、僕はシチュエーションを大事にする方なんだ。こういう状況じゃちょっとねえ」

「むーう。じゃあ代わりのことでゆるしてあげる」

「といいますと？」

「うーんとね、えーっとね……子供を作ろう！」

「まじっすか」

「まじだよ！　サクラとヒカルのふたりの子供！　きっとかわいいよ！」

「ちなみに作り方は知ってるの？」

「うん知ってるよ！　ちょっと口では言えないエッチなことをするんだよね？　ネットで調べたらすぐに出てきたよ！」

「いやでもね、子供を作るってのはね、チューしたりおっぱいを揉むよりも、もっと大変なことなんだよ。言ってる意味わかる？」

「えーっ？　ヒカルの言ってること、むつかしくてわかんなーい！　わかんないから、やってみてから考えよう！　えーい！」

「うわちょっと、いきなり押し倒さないで！　そして服を脱がないで！　僕の服も脱がさないで！」

「よいではないか、よいではないか、べつにへるものでもないし。今夜は寝かせないからかくごしてね♥」





　　　　†






　……以上。

【もしも宮本サクラの精神年齢が幼稚園児まで戻ってしまったら】をお送りしました。

　立場が変われば未来も変わる、そんな『if』もたまにはいいかもしれませんね。何しろ彼らは神の生まれ変わりなのですから。




（註：これは『サクラちゃんもしかしてシリーズ』です）
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